
JP 6878319 B2 2021.5.26

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　モバイルデバイスによって、サブフレーム中で、複数のコンポーネントキャリア（ＣＣ
）上での送信に関連するハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィードバックを報告す
るためのＨＡＲＱペイロードのサイズを検出することと、ここにおいて、前記ＨＡＲＱペ
イロードの前記サイズは、前記ＨＡＲＱペイロードの前記サイズを示す受信されたシグナ
リングに基づいて検出され、
　前記モバイルデバイスによって、スケジューリング要求（ＳＲ）、周期的チャネル状態
情報（Ｐ－ＣＳＩ）報告、またはそれらの組合せのうちの少なくとも１つが前記サブフレ
ーム中に含まれるべきであると決定することと、ここにおいて、前記決定は、物理アップ
リンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）フォーマットの選択中に前記ＳＲまたは前記Ｐ－ＣＳ
Ｉ報告のうちの少なくとも１つの存在を検討すべきかどうかを示す別の受信されたシグナ
リングに基づき、
　前記モバイルデバイスによって、アップリンク制御メッセージのサイズとしきい値との
比較に少なくとも部分的に基づいて物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）フォー
マットのセットからＰＵＣＣＨフォーマットを選択することと、ここにおいて、前記アッ
プリンク制御メッセージが、前記ＨＡＲＱペイロードと前記ＳＲまたは前記Ｐ－ＣＳＩ報
告のうちの少なくとも１つのためのペイロードとを備え、
　前記モバイルデバイスによって、前記選択されたＰＵＣＣＨフォーマットを使用して前
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記サブフレーム中で前記アップリンク制御メッセージを送信することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　ＰＵＣＣＨフォーマットの前記セットが、１つのＣＣのためのＨＡＲＱフィードバック
を報告することに関連するＰＵＣＣＨフォーマットの第１のセット、最大５つのＣＣのた
めのＨＡＲＱフィードバックを報告することに関連するＰＵＣＣＨフォーマットの第２の
セット、または６つ以上のＣＣのためのＨＡＲＱフィードバックを報告することに関連す
るＰＵＣＣＨフォーマットの第３のセットを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記アップリンク制御メッセージの前記サイズが前記しきい値よりも大きいとき、前記
ＰＵＣＣＨフォーマットを選択することが、前記モバイルデバイスによって、ＰＵＣＣＨ
フォーマットの前記セットからの少なくとも１つの他のＰＵＣＣＨフォーマットよりも大
きい容量を有するＰＵＣＣＨフォーマットを選択することを備え、
　特に、ここにおいて、前記しきい値が、２２ビットのサイズを有する、請求項１に記載
の方法。
【請求項４】
　前記モバイルデバイスのために構成された２つ以上のＣＣのためのＰ－ＣＳＩ報告で前
記ＨＡＲＱペイロードを多重化すること、ここにおいて、ＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報告のう
ちの少なくとも１つが、前記サブフレーム中に含まれるべきであると決定することが、前
記モバイルデバイスのために構成された前記２つ以上のＣＣのための前記Ｐ－ＣＳＩ報告
を識別することを備える、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＳＲが存在すると決定され、前記アップリンク制御メッセージが、前記ＨＡＲＱペ
イロードと前記ＳＲのためのペイロードとを備える、
　または、ここにおいて、前記ＳＲおよび前記Ｐ－ＣＳＩ報告が存在すると決定され、前
記アップリンク制御メッセージが、前記ＨＡＲＱペイロードと、前記ＳＲのためのペイロ
ードと、前記Ｐ－ＣＳＩ報告のためのペイロードとを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記Ｐ－ＣＳＩ報告が、前記モバイルデバイスのために構成されたＣＣのための複数の
Ｐ－ＣＳＩプロセスからの少なくとも１つのＰ－ＣＳＩプロセスからの報告、前記モバイ
ルデバイスのために構成されたＣＣのための複数のＰ－ＣＳＩサブフレームセットからの
少なくとも１つのＰ－ＣＳＩサブフレームセットのためのＰ－ＣＳＩプロセスからの報告
、またはそれらの組合せを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＳＲまたは前記Ｐ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つが前記サブフレーム中に含
まれるべきであると決定することが、
　Ｐ－ＣＳＩ報告のセットからのＰ－ＣＳＩ報告のサブセットを報告することを決定する
こと
　を備え、
　特に、ここにおいて、Ｐ－ＣＳＩ報告のセットからのＰ－ＣＳＩ報告のサブセットを報
告することを決定することが、
　Ｐ－ＣＳＩ報告タイプに基づいてＰ－ＣＳＩ報告に優先度を付けること、前記優先度を
付けることが、前記モバイルデバイスのために構成されたＣＣ内で、または前記モバイル
デバイスのために構成された複数のＣＣにわたって、あるいはそれらの組合せで実行され
る、
　を備える、
　または、特に、ここにおいて、Ｐ－ＣＳＩ報告のセットからのＰ－ＣＳＩ報告のサブセ
ットを報告することを決定することが、
　Ｐ－ＣＳＩ報告タイプに基づいて優先度を付け、その後、ＣＳＩプロセス識別情報に基
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づいて優先度を付け、その後、ＣＣインデックスに基づいて優先度を付け、その後、サブ
フレームセットインデックスに基づいて優先度を付けること
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ＰＵＣＣＨフォーマットの前記セットが、１つのＣＣのためのＰ－ＣＳＩ報告に関連す
る第１のＰＵＣＣＨフォーマットと２つ以上のＣＣのためのＰ－ＣＳＩ報告に関連する第
２のＰＵＣＣＨフォーマットとを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　サブフレーム中で、複数のコンポーネントキャリア（ＣＣ）上での送信に関連するハイ
ブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィードバックを報告するためのＨＡＲＱペイロード
のサイズを検出するための手段と、ここにおいて、前記ＨＡＲＱペイロードの前記サイズ
は、前記ＨＡＲＱペイロードの前記サイズを示す受信されたシグナリングに基づいて検出
され、
　スケジューリング要求（ＳＲ）、周期的チャネル状態情報（Ｐ－ＣＳＩ）報告、または
それらの組合せのうちの少なくとも１つが前記サブフレーム中に含まれるべきであると決
定するための手段と、ここにおいて、前記決定は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵ
ＣＣＨ）フォーマットの選択中に前記ＳＲまたは前記Ｐ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも
１つの存在を検討すべきかどうかを示す別の受信されたシグナリングに基づき、
　アップリンク制御メッセージのサイズとしきい値との比較に少なくとも部分的に基づい
て物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）フォーマットのセットからＰＵＣＣＨフ
ォーマットを選択するための手段と、ここにおいて、前記アップリンク制御メッセージが
、前記ＨＡＲＱペイロードと前記ＳＲまたは前記Ｐ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つ
のためのペイロードとを備え、
　前記選択されたＰＵＣＣＨフォーマットを使用して前記サブフレーム中で前記アップリ
ンク制御メッセージを送信するための手段と
　を備える、モバイルデバイス。
【請求項１０】
　前記ＰＵＣＣＨフォーマットを選択するための前記手段は、前記アップリンク制御メッ
セージの前記サイズが前記しきい値よりも大きいとき、ＰＵＣＣＨフォーマットの前記セ
ットからの少なくとも１つの他のＰＵＣＣＨフォーマットよりも大きい容量を有するＰＵ
ＣＣＨフォーマットを選択するように動作可能である、請求項９に記載のモバイルデバイ
ス。
【請求項１１】
　前記モバイルデバイスのために構成された２つ以上のＣＣのためのＰ－ＣＳＩ報告で前
記ＨＡＲＱペイロードを多重化するための手段、ここにおいて、ＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報
告のうちの少なくとも１つが、前記サブフレーム中に含まれるべきであると決定するため
の前記手段が、前記モバイルデバイスのために構成された前記２つ以上のＣＣのための前
記Ｐ－ＣＳＩ報告を識別するように動作可能である、
　をさらに備える、請求項９に記載のモバイルデバイス。
【請求項１２】
　前記ＳＲまたは前記Ｐ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つが前記サブフレーム中に含
まれるべきであると決定する手段が、
　Ｐ－ＣＳＩ報告のセットからのＰ－ＣＳＩ報告のサブセットを報告することを決定する
手段
　を備え、
　特に、ここにおいて、Ｐ－ＣＳＩ報告のセットからのＰ－ＣＳＩ報告のサブセットを報
告することを決定する手段が、
　Ｐ－ＣＳＩ報告タイプに基づいてＰ－ＣＳＩ報告に優先度を付ける手段、前記優先度を
付ける手段が、前記モバイルデバイスのために構成されたＣＣ内で、または前記モバイル
デバイスのために構成された複数のＣＣにわたって、あるいはそれらの組合せで実行され
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る、
　を備える、
　または、特に、ここにおいて、Ｐ－ＣＳＩ報告のセットからのＰ－ＣＳＩ報告のサブセ
ットを報告することを決定する手段が、
　Ｐ－ＣＳＩ報告タイプに基づいて優先度を付け、その後、ＣＳＩプロセス識別情報に基
づいて優先度を付け、その後、ＣＣインデックスに基づいて優先度を付け、その後、サブ
フレームセットインデックスに基づいて優先度を付ける手段
　を備える、請求項９に記載のモバイルデバイス。
【請求項１３】
　前記アップリンク制御メッセージが、複数のセルグループのうちのセルグループに関連
付けられる、請求項１に記載の方法または請求項９に記載のモバイルデバイス。
【請求項１４】
　請求項１～８のうちのいずれか一項に記載の方法を実行するための命令を備える、コン
ピュータプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１５年６月３０日に出
願された「Ｐｅｒｉｏｄｉｃ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　
Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉ
ｏｎ」と題する、Ｃｈｅｎらによる米国仮特許出願番号第６２／１８７，０３４号、およ
び２０１６年６月２３日に出願された「Ｐｅｒｉｏｄｉｃ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ
　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｃａｒｒ
ｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ」と題する、Ｃｈｅｎらによる米国特許出願番号第１５
／１９１，０８９号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]以下は、一般に、ワイヤレス通信に関し、より詳細には、拡張キャリアアグリゲ
ーション（ｅＣＡ）のための周期的チャネル状態情報（Ｐ－ＣＳＩ：periodic channel s
tate information）報告に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されて
いる。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波数、お
よび電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能であ
り得る。そのような多元接続システムの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）シス
テム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム
、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、（たとえば、ロングタームエ
ボリューション（ＬＴＥ（登録商標））システム）がある。ワイヤレス多元接続通信シス
テムは、場合によってはユーザ機器（ＵＥ）として知られていることがある、複数の通信
デバイスのための通信を各々が同時にサポートする、いくつかの基地局を含み得る。
【０００４】
　[0004]ＵＥは、チャネル状態の（on）フィードバックを与えるために基地局にＰ－ＣＳ
Ｉ報告を送り得る。スケジュールされたＰ－ＣＳＩ報告の数は、通信のためにＵＥおよび
基地局が使用する（base station use）異なるコンポーネントキャリア（ＣＣ）の数に比
例して増加し得る。ＵＥおよび基地局が（たとえば、拡張または発展型ＣＡ（ｅＣＡ）構
成中で）多数のＣＣを使用して通信している場合、アップリンク送信のために大量の情報
がキューイングされ（queued）得る。場合によっては、アップリンク制御チャネルは、ハ
イブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィードバックなどの他のアップリンク制御情報と
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ともに、キューイングされたＰ－ＣＳＩ報告の送信のために十分なリソースを与える（pr
ovide）ことができないことがある。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]ユーザ機器（ＵＥ）は、コンポーネントキャリア（ＣＣ）のセットのためのハイ
ブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）ペイロードのサイズを検出し得る。ＵＥはまた、スケ
ジューリング要求（ＳＲ）または周期的チャネル状態情報（Ｐ－ＣＳＩ）報告が存在する
（たとえば、ＴＴＩ中に含まれるべきである、サブフレーム中に含まれるべきである、サ
ブフレーム中で送信されるべきである、アップリンク（ＵＬ）制御メッセージ中に含まれ
るべきである、サブフレーム中にＨＡＲＱフィードバックとともに含まれるべきである、
サブフレーム中での送信のために利用可能であるなど）と決定し得る。組み合わされたア
ップリンクペイロード（たとえば、ＨＡＲＱとＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報告との組み合わさ
れたペイロードサイズ）がしきい値を上回る場合、ＵＥは多数のＣＣに関連し、多数のＣ
Ｃのためのフィードバックをサポートすることができる、物理アップリンク制御チャネル
（ＰＵＣＣＨ）フォーマットを選択し得る。ペイロードがしきい値を下回る場合、より少
ない数のＣＣのためのフォーマットが選択され得る。場合によっては、ＵＥは、キャリア
アグリゲーション（ＣＡ）構成のいくつかのＣＣのためのサブフレーム中に２つ以上のＰ
－ＣＳＩ報告の構成を受信し得る。ＵＥは、次いで、所与のサブフレーム中に送信予定の
（due for transmission）Ｐ－ＣＳＩ報告に優先度を付け得、優先度付けに従って少なく
とも１つ、場合によっては２つ以上の報告を送信し得る。
【０００６】
　[0006]ワイヤレス通信の方法について説明する。本方法は、サブフレーム中で、複数の
ＣＣ上での送信に関連するＨＡＲＱフィードバックを報告するためのＨＡＲＱペイロード
のサイズを検出することと、ＳＲ、周期的チャネル状態情報（Ｐ－ＣＳＩ）報告、または
それらの組合せのうちの少なくとも１つがサブフレーム中に含まれるべきであると決定す
ることと、アップリンク制御メッセージのサイズとしきい値との比較に少なくとも部分的
に基づいてＰＵＣＣＨフォーマットのセットからＰＵＣＣＨフォーマットを選択すること
と、ここにおいて、アップリンク制御メッセージが、ＨＡＲＱペイロードとＳＲまたはＰ
－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つのためのペイロードとを含む、選択されたＰＵＣＣ
Ｈフォーマットを使用してサブフレーム中でアップリンク制御メッセージを送信すること
とを含み得る。
【０００７】
　[0007]モバイルデバイス。本モバイルデバイスは、サブフレーム中で、複数のＣＣ上で
の送信に関連するＨＡＲＱフィードバックを報告するためのＨＡＲＱペイロードのサイズ
を検出するための手段と、ＳＲまたは周期的チャネル状態情報（Ｐ－ＣＳＩ）報告、また
はそれらの組合せのうちの少なくとも１つがサブフレーム中に含まれるべきであると決定
するための手段と、アップリンク制御メッセージのサイズとしきい値との比較に少なくと
も部分的に基づいてＰＵＣＣＨフォーマットのセットからＰＵＣＣＨフォーマットを選択
するための手段と、ここにおいて、アップリンク制御メッセージが、ＨＡＲＱペイロード
とＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つのためのペイロードとを含む、選択
されたＰＵＣＣＨフォーマットを使用してサブフレーム中でアップリンク制御メッセージ
を送信するための手段とを含み得る。
【０００８】
　[0008]別のモバイルデバイスについて説明する。本モバイルデバイスは、プロセッサと
、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリ中に記憶され、プロセッサによって実
行されたとき、モバイルデバイスに、サブフレーム中で、複数のＣＣ上での送信に関連す
るＨＡＲＱフィードバックを報告するためのＨＡＲＱペイロードのサイズを検出すること
と、ＳＲまたは周期的チャネル状態情報（Ｐ－ＣＳＩ）報告、またはそれらの組合せのう
ちの少なくとも１つがサブフレーム中に含まれるべきであると決定することと、アップリ
ンク制御メッセージのサイズとしきい値との比較に少なくとも部分的に基づいてＰＵＣＣ
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ＨフォーマットのセットからＰＵＣＣＨフォーマットを選択することと、ここにおいて、
アップリンク制御メッセージが、ＨＡＲＱペイロードとＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報告のうち
の少なくとも１つのためのペイロードとを含む、選択されたＰＵＣＣＨフォーマットを使
用してサブフレーム中でアップリンク制御メッセージを送信することとを行わせるように
動作可能な命令とを含み得る。
【０００９】
　[0009]ワイヤレス通信のためのコードを記憶した非一時的コンピュータ可読媒体につい
て説明する。本コードは、サブフレーム中で、複数のＣＣ上での送信に関連するＨＡＲＱ
フィードバックを報告するためのＨＡＲＱペイロードのサイズを検出することと、ＳＲま
たは周期的チャネル状態情報（Ｐ－ＣＳＩ）報告、またはそれらの組合せのうちの少なく
とも１つがサブフレーム中に含まれるべきであると決定することと、アップリンク制御メ
ッセージのサイズとしきい値との比較に少なくとも部分的に基づいてＰＵＣＣＨフォーマ
ットのセットからＰＵＣＣＨフォーマットを選択することと、ここにおいて、アップリン
ク制御メッセージが、ＨＡＲＱペイロードとＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報告のうちの少なくと
も１つのためのペイロードとを含む、選択されたＰＵＣＣＨフォーマットを使用してアッ
プリンク制御メッセージを送信することとを行うように実行可能な命令を含み得る。
【００１０】
　[0010]本明細書で説明する方法、モバイルデバイス、または非一時的コンピュータ可読
媒体のいくつかの例では、ＰＵＣＣＨフォーマットのセットは、１つのＣＣのためのＰ－
ＣＳＩ報告に関連する第１のＰＵＣＣＨフォーマットと２つ以上のＣＣのためのＰ－ＣＳ
Ｉ報告に関連する第２のＰＵＣＣＨとを含み得る。いくつかの例では、ＰＵＣＣＨフォー
マットのセットは、１つのＣＣのためのＨＡＲＱフィードバックを報告することに関連す
る第１のＰＵＣＣＨフォーマットと、最大５つのＣＣのためのＨＡＲＱフィードバックを
報告することに関連する第２のＰＵＣＣＨフォーマットと、６つ以上のＣＣのためのＨＡ
ＲＱフィードバックを報告することに関連する第３のＰＵＣＣＨフォーマットとを含み得
る。追加または代替として、いくつかの例としては、複数のＣＣ中のいくつかのＣＣに少
なくとも部分的に基づいてＰＵＣＣＨフォーマットのセットを選択することと、ＰＵＣＣ
Ｈフォーマットの選択されたセットに少なくとも部分的に基づいてＳＲまたはＰ－ＣＳＩ
報告のうちの少なくとも１つのためのペイロードのサイズがしきい値との比較のためのア
ップリンク制御メッセージのサイズ中に含まれるのかどうかを決定することとを行うため
のステップ、特徴、手段、または命令があり得る。いくつかの例では、アップリンク制御
メッセージのサイズがしきい値よりも大きいとき、本方法、モバイルデバイス、または非
一時的コンピュータ可読媒体は、ＰＵＣＣＨフォーマットのセットからの少なくとも１つ
の他のＰＵＣＣＨフォーマットよりも大きい容量を有するＰＵＣＣＨフォーマットを選択
することを行うための動作、特徴、手段、または命令を含み得る。いくつかの例では、し
きい値は、２２ビットのサイズを有し得る。
【００１１】
　[0011]本明細書で説明する方法、モバイルデバイス、または非一時的コンピュータ可読
媒体のいくつかの例では、ＰＵＣＣＨフォーマットを選択することは、しきい値を上回る
アップリンク制御メッセージサイズに少なくとも部分的に基づいて第３のＰＵＣＣＨフォ
ーマットを選択することを行うためのステップ、特徴、手段または命令を含み得る。追加
または代替として、いくつかの例としては、ＵＥのために構成された２つ以上のＣＣのた
めのＰ－ＣＳＩ報告でＨＡＲＱペイロードを多重化することを行うためのステップ、特徴
、手段または命令を含み得、ＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つが、サブ
フレーム中に含まれるべきであると決定することは、ＵＥのために構成された２つ以上の
ＣＣのためのＰ－ＣＳＩ報告を識別することを含み得る。
【００１２】
　[0012]本明細書で説明する方法、モバイルデバイス、または非一時的コンピュータ可読
媒体のいくつかの例では、ＳＲは、存在すると決定され、アップリンク制御メッセージは
、ＨＡＲＱペイロードとＳＲのためのペイロードとを含み得る。追加または代替として、
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いくつかの例では、ＳＲおよびＰ－ＣＳＩ報告が存在すると決定され、アップリンク制御
メッセージが、ＨＡＲＱペイロードと、ＳＲのためのペイロードと、Ｐ－ＣＳＩのための
ペイロードとを含み得る。
【００１３】
　[0013]本明細書で説明する方法、モバイルデバイス、または非一時的コンピュータ可読
媒体のいくつかの例では、ＰＵＣＣＨフォーマットは、スケーリングされたＰ－ＣＳＩ報
告ペイロードサイズに少なくとも部分的に基づいて選択される。いくつかの例では、Ｐ－
ＣＳＩ報告は、ＵＥのために構成されたＣＣのための複数のＰ－ＣＳＩプロセスからの少
なくとも１つのＰ－ＣＳＩプロセスからの報告、ＵＥのために構成されたＣＣのための複
数のＰ－ＣＳＩサブフレームセットからの少なくとも１つのＰ－ＣＳＩサブフレームセッ
トのためのＰ－ＣＳＩプロセスからの報告、またはそれらの組合せを含み得る。追加また
は代替として、いくつかの例では、ＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つが
サブフレーム中に含まれるべきであると決定することは、Ｐ－ＣＳＩ報告のセットからの
Ｐ－ＣＳＩ報告のサブセットを報告することを決定することを行うためのステップ、特徴
、手段、または命令を含み得る。いくつかの例では、Ｐ－ＣＳＩ報告タイプ報告のセット
からのＰ－ＣＳＩ報告のサブセットを報告することを決定することは、Ｐ－ＣＳＩ報告タ
イプ、ＵＥのために構成されたＣＣ内でまたはＵＥのために構成されたＣＣにわたって実
行される優先度付け、あるいはそれらの組合せに基づいてＰ－ＣＳＩ報告に優先度を付け
ることを行うためのステップ、特徴、手段、または命令を含み得る。いくつかの例では、
Ｐ－ＣＳＩ報告のセットからＰ－ＣＳＩ報告のサブセットを報告することを決定すること
は、Ｐ－ＣＳＩ報告タイプに基づいて優先度を付け、その後（followed by）、ＣＳＩプ
ロセス識別情報に基づいて優先度を付け、その後、ＣＣインデックスに基づいて優先度を
付け、その後、サブフレームセットインデックスに基づいて優先度を付けることを行うた
めのステップ、特徴、手段または命令を含み得る。
【００１４】
　[0014]本明細書で説明する方法、モバイルデバイス、または非一時的コンピュータ可読
媒体のいくつかの例では、Ｐ－ＣＳＩ報告タイプのセットは、ランクインジケータ（ＲＩ
）フィードバックまたは広帯域プリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）フィードバ
ックをサポートするＰ－ＣＳＩ報告タイプを含む。追加または代替として、いくつかの例
としては、ネットワークノードからＨＡＲＱペイロードサイズを示すシグナリングを受信
することを行うためのステップ、特徴、手段、または命令があり得る。
【００１５】
　[0015]本明細書で説明する方法、モバイルデバイス、または非一時的コンピュータ可読
媒体のいくつかの例としては、ＰＵＣＣＨフォーマットの選択中にＳＲまたはＰ－ＣＳＩ
報告のうちの少なくとも１つの存在を検討（consider）すべきかどうかを示すシグナリン
グを受信することを行うためのステップ、特徴、手段、または命令がさらにあり得る。追
加または代替として、いくつかの例では、シグナリングは、無線リソース制御（ＲＲＣ：
radio resource control）シグナリングを含む。本方法、モバイルデバイス、または非一
時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例としては、しきい値を示すＲＲＣシグナリング
を受信することを行うためのステップ、特徴、手段、または命令があり得る。
【００１６】
　[0016]本明細書で説明する方法、モバイルデバイス、または非一時的コンピュータ可読
媒体のいくつかの例では、アップリンク制御メッセージは、複数のセルグループのうちの
セルグループに関連付けられる。
【００１７】
　[0017]ワイヤレス通信の別の方法について説明する。本方法は、同じＴＴＩ中の複数の
周期的チャネル状態情報（Ｐ－ＣＳＩ）報告の送信をサポートする構成を受信することと
、ここにおいて、Ｐ－ＣＳＩ報告が、ＣＳＩプロセスの複数のサブフレームセットのため
のＰ－ＣＳＩ報告のうちの２つ以上、ＣＣの複数のＣＳＩプロセスのためのＰ－ＣＳＩ報
告、またはＣＡ構成の複数のＣＣのためのＰ－ＣＳＩ報告に関連付けられる、ＴＴＩ中に
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送信予定の２つ以上のＰ－ＣＳＩ報告を決定することと、優先度付けルールに従ってＴＴ
Ｉ中にＰ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つを送信することとを含み得る。
【００１８】
　[0018]別のモバイルデバイスについて説明する。本モバイルデバイスは、ＴＴＩ中の複
数の周期的チャネル状態情報（Ｐ－ＣＳＩ）報告の送信をサポートする構成を受信するた
めの手段と、ここにおいて、複数のＰ－ＣＳＩ報告が、ＣＳＩプロセスの複数のサブフレ
ームセットのためのＰ－ＣＳＩ報告のうちの２つ以上、ＣＣの複数のＣＳＩプロセスのた
めのＰ－ＣＳＩ報告、またはＣＡ構成の複数のＣＣのためのＰ－ＣＳＩ報告に関連付けら
れる、ＴＴＩ中に送信予定の２つ以上のＰ－ＣＳＩ報告を決定するための手段と、優先度
付けルールに従ってＴＴＩ中にＰ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つを送信するための
手段とを含み得る。
【００１９】
　[0019]別のモバイルデバイスについて説明する。本モバイルデバイスは、プロセッサと
、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリ中に記憶され、プロセッサによって実
行されたとき、モバイルデバイスに、ＴＴＩ中の複数の周期的チャネル状態情報（Ｐ－Ｃ
ＳＩ）報告の送信をサポートする構成を受信することと、ここにおいて、複数のＰ－ＣＳ
Ｉ報告が、ＣＳＩプロセスの複数のサブフレームセットのためのＰ－ＣＳＩ報告のうちの
２つ以上、ＣＣの複数のＣＳＩプロセスのためのＰ－ＣＳＩ報告、またはＣＡ構成の複数
のＣＣのためのＰ－ＣＳＩ報告に関連付けられる、ＴＴＩ中に送信予定の２つ以上のＰ－
ＣＳＩ報告を決定することと、優先度付けルールに従ってＴＴＩ中にＰ－ＣＳＩ報告のう
ちの少なくとも１つを送信することとを行わせるように動作可能な命令とを含み得る。
【００２０】
　[0020]ワイヤレス通信のためのコードを記憶する別の非一時的コンピュータ可読媒体に
ついて説明する。本コードは、ＴＴＩ中の複数の周期的チャネル状態情報（Ｐ－ＣＳＩ）
報告の送信をサポートする構成を受信することと、ここにおいて、複数のＰ－ＣＳＩ報告
が、ＣＳＩプロセスの複数のサブフレームセットのためのＰ－ＣＳＩ報告のうちの２つ以
上、ＣＣの複数のＣＳＩプロセスのためのＰ－ＣＳＩ報告、またはＣＡ構成の複数のＣＣ
のためのＰ－ＣＳＩ報告に関連付けられる、ＴＴＩ中に送信予定の２つ以上のＰ－ＣＳＩ
報告を決定することと、優先度付けルールに従ってＴＴＩ中にＰ－ＣＳＩ報告のうちの少
なくとも１つを送信することとを行うように実行可能な命令を含み得る。
【００２１】
　[0021]本明細書で説明する方法、モバイルデバイス、または非一時的コンピュータ可読
媒体のいくつかの例では、優先度付けルールは、ペイロード容量または２つ以上のＰ－Ｃ
ＳＩ報告のペイロードサイズに少なくとも部分的に基づいて実行される。追加または代替
として、いくつかの例では、ペイロード容量は、ＰＵＣＣＨフォーマットに少なくとも部
分的に基づく。
【００２２】
　[0022]本明細書で説明する方法、モバイルデバイス、または非一時的コンピュータ可読
媒体のいくつかの例では、複数のＰ－ＣＳＩ報告の送信をサポートする構成は、多地点協
調（ＣｏＭＰ）構成、１つまたは複数のＰＵＣＣＨグループを用いる（with）ＣＡ構成、
デュアル接続性構成、または干渉緩和およびトラフィック適応（ＩＭＴＡ：interference
 mitigation and traffic adaptation）構成のうちの少なくとも１つを含む。追加または
代替として、いくつかの例では、優先度付けルールは、ＣＳＩタイプ、その後、ＣＳＩプ
ロセス識別情報（ＩＤ）、その後、ＣＣインデックス、その後、サブフレームセットイン
デックスに優先度を付けることを含む。
【００２３】
　[0023]本明細書で説明する方法、モバイルデバイス、または非一時的コンピュータ可読
媒体のいくつかの例では、ＣＡ構成は、６つ以上のＣＣの構成を含む。
【００２４】
　[0024]以下の図を参照しながら本開示の態様について説明する。
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【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】[0025]本開示の様々な態様による、拡張キャリアアグリゲーション（ｅＣＡ）の
ための周期的チャネル状態情報（Ｐ－ＣＳＩ）報告をサポートする例示的なワイヤレス通
信システムを示す図。
【図２】[0026]本開示の様々な態様による、ｅＣＡのためのＰ－ＣＳＩ報告の態様をサポ
ートする例示的なワイヤレス通信システムを示す図。
【図３】[0027]本開示の様々な態様による、ｅＣＡのためのＰ－ＣＳＩ報告の態様をサポ
ートする例示的なマルチＣＳＩフィードバックプロセスを示す図。
【図４】[0028]本開示の様々な態様による、ｅＣＡのためのＰ－ＣＳＩ報告の態様をサポ
ートする例示的なプロセスフローを示す図。
【図５】[0029]本開示の様々な態様による、ｅＣＡのためのＰ－ＣＳＩ報告の態様をサポ
ートするワイヤレスデバイスのブロック図。
【図６】本開示の様々な態様による、ｅＣＡのためのＰ－ＣＳＩ報告の態様をサポートす
るワイヤレスデバイスのブロック図。
【図７】本開示の様々な態様による、ｅＣＡのためのＰ－ＣＳＩ報告の態様をサポートす
るワイヤレスデバイスのブロック図。
【図８】[0030]本開示の様々な態様による、ｅＣＡのためのＰ－ＣＳＩ報告の態様をサポ
ートする、ユーザ機器（ＵＥ）を含むシステムのブロック図。
【図９】[0031]本開示の様々な態様による、ｅＣＡのためのＰ－ＣＳＩ報告のための方法
を示す図。
【図１０】本開示の様々な態様による、ｅＣＡのためのＰ－ＣＳＩ報告のための方法を示
す図。
【図１１】本開示の様々な態様による、ｅＣＡのためのＰ－ＣＳＩ報告のための方法を示
す図。
【図１２】本開示の様々な態様による、ｅＣＡのためのＰ－ＣＳＩ報告のための方法を示
す図。
【図１３】本開示の様々な態様による、ｅＣＡのためのＰ－ＣＳＩ報告のための方法を示
す図。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　[0032]いくつかのワイヤレスシステムでは、ユーザ機器（ＵＥ）は、キャリアアグリゲ
ーション（ＣＡ）動作のための番号コンポーネントキャリア（number component carrier
s）（ＣＣ）で構成され得る。ＵＥは、周期的ＣＳＩ（Ｐ－ＣＳＩ）報告を用いて各ＣＣ
のためのチャネル状態を報告するように構成され得る。アップリンク制御情報送信のサイ
ズは、ＣＡ構成中のＣＣの数が増加するにつれて増加し得る。したがって、ＣＣの数に応
じて異なる物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）フォーマットが使用され得る。
本明細書で開示するように、ＵＥは、Ｐ－ＣＳＩ報告に置かれる（placed on）相対的重
要度（relative importance）に基づいてアップリンク制御メッセージのための特定のＰ
ＵＣＣＨフォーマットを選択し得る。ｅＣＡ構成においていくつかの（certain）動作を
サポートする際など、単一のＣＣのために複数のＰ－ＣＳＩ報告をサポートするための技
法についても説明する。
【００２７】
　[0033]場合によっては、ＵＥが、アップリンク制御メッセージ中で（たとえば、ＴＴＩ
中、サブフレーム中などで）複数のＣＣのためのＰ－ＣＳＩフィードバックを与えるよう
に構成されるとき、ＵＥは、ＣＳＩ報告のサブセットのみが報告され得るような従属する
報告制限（subject reporting limits）であり得る。たとえば、ＵＥは、ＣＣごとに単一
のＰ－ＣＳＩ報告に制限され得る。したがって、同じＣＣに予定の２つ以上のＰ－ＣＳＩ
報告がある場合、１つのＰ－ＣＳＩ報告が報告され得るが、すべての他の報告がドロップ
される。ＵＥは、使用中のＰＵＣＣＨフォーマットの容量に基づいてＣＣにわたっておよ
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び各ＣＣ内に優先度付けルール（たとえば、最初に、ＣＳＩタイプ、その後、ＣＳＩプロ
セスＩＤ、その後、ＣＣインデックス、その後、サブフレームセットＩＤ）を適用し得る
。他の場合には、ＵＥは、Ｐ－ＣＳＩ報告に優先度を付けるように構成され得、他のアッ
プリンク制御情報に加えてＰ－ＣＳＩ報告をサポートする可能性がある（たとえば、それ
らのための十分な通信リソース容量を有する）ＰＵＣＣＨフォーマットを選択し得る。
【００２８】
　[0034]いくつかのワイヤレスシステムでは、ＵＥは、一定数のＣＣ（たとえば、５つの
ＣＣ）に制限され得る。他のシステムでは、ＵＥは、より多数のＣＣ（たとえば、拡張キ
ャリアアグリゲーション（ｅＣＡ）構成中の最大３２個のＣＣ）のために構成され得る。
ＥＣＡ構成はまた、アップリンクＣＡをサポートするＵＥのための１次ＣＣ上と２次ＣＣ
上との両方でのＰＵＣＣＨ送信をサポートし得る。ＰＵＣＣＨフォーマットのいくつかの
（some）セットは、ＣＡをサポートし得るが、他のものは、ｅＣＡをサポートし得る。
【００２９】
　[0035]異なるアップリンク制御情報組合せに応答して、異なるＰＵＣＣＨフォーマット
が、（たとえば、関連するアップリンク制御メッセージを送信するために使用されるＴＴ
Ｉまたはサブフレームのために）選択され得る。場合によっては、ＰＵＣＣＨフォーマッ
トの可能なセットの選択は、ＵＥによって決定されるＨＡＲＱ条件に基づき得る。非ＣＡ
スケジューリングのために、非ＣＡ　ＰＵＣＣＨフォーマットが選択され得る。ＣＡスケ
ジューリングのために、ＣＡ　ＰＵＣＣＨフォーマットが選択され得る。本明細書で説明
するように、非ＣＡ　ＰＵＣＣＨフォーマットは、より少ない（fewer）ビットのアップ
リンク制御情報（ＵＣＩ）をサポートするＰＵＣＣＨフォーマットを指すことがあり、し
たがって、ＣＡ構成のためのＵＣＩ送信をサポートしないことがある（たとえば、それの
ために不十分な通信リソース容量を有し得る）。ＣＡ　ＰＵＣＣＨフォーマットは、ＵＣ
Ｉのためのより多数の（larger）ビットをサポートするＰＵＣＣＨフォーマットを指し、
したがって、ＣＡ構成のためのＵＣＩ送信をサポートし得る。
【００３０】
　[0036]Ｐ－ＣＳＩがＰＵＣＣＨフォーマット決定に関与しない場合、ＵＥは、ハイブリ
ッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）に基づいて使用
すべきＰＵＣＣＨフォーマットを決定し得、次いで、Ｐ－ＣＳＩをどのように多重化する
のかを決定し得る。Ｐ－ＣＳＩがＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫで多重化され得る場合、ど
のＰＵＣＣＨフォーマットが使用されるべきかを決定するために、Ｐ－ＣＳＩが使用され
得る。いくつかの例では、スケジューリング要求（ＳＲ）もＰＵＣＣＨフォーマット決定
に関与し得る。
【００３１】
　[0037]上記で紹介した本開示の態様について、ワイヤレス通信システムのコンテキスト
で以下で説明する。次いで、ＰＵＣＣＨフォーマットのセットからどのＰＵＣＣＨフォー
マットを使用すべきかを選択することと、選択されたＰＵＣＣＨフォーマットを使用して
アップリンク制御メッセージを送信することとのための特定の例について説明する。また
、ＴＴＩ中のＰ－ＣＳＩ報告の衝突の存在を決定することと、ＴＴＩ中に優先度付けルー
ルに基づいて１つまたは複数のＰ－ＣＳＩ報告を送信することとのための例について説明
する。本開示のこれらおよび他の態様について、ｅＣＡ中のＰ－ＣＳＩに関係する装置図
、システム図、およびフローチャートによってさらに示し、それらを参照しながら説明す
る。
【００３２】
　[0038]図１に、本開示の様々な態様による、ｅＣＡのためのＰ－ＣＳＩ報告をサポート
するワイヤレス通信システム１００の一例を示す。ワイヤレス通信システム１００は、基
地局１０５と、ユーザ機器（ＵＥ）１１５と、コアネットワーク１３０とを含む。いくつ
かの例では、ワイヤレス通信システム１００はロングタームエボリューション（ＬＴＥ）
／ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）ネットワークであり得る。ワイヤレス通信システム
１００は、ＵＥ１１５と基地局１０５との間の通信のための多数のＣＣをサポートするよ
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うに構成され得る。たとえば、ＵＥ１１５は、Ｐ－ＣＳＩ報告の優先度付けをサポートす
ることと、ＰＵＣＣＨフォーマットの拡張セットを使用してＰＵＣＣＨを送信することと
を行うように構成され得る。
【００３３】
　[0039]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介して、ＵＥ１１５とワイ
ヤレスに通信し得る。各基地局１０５は、それぞれの地理的カバレージエリア１１０に通
信カバレージを与え得る。ワイヤレス通信システム１００に示されている通信リンク１２
５は、ＵＥ１１５から基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、または基地局１０５
からＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ＵＥ１１５は、ワイヤレス通
信システム１００全体にわたって分散され得、各ＵＥ１１５は固定または移動であり得る
。ＵＥ１１５は、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユ
ニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デ
バイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレ
ス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、ク
ライアント、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。ＵＥ１１５はまた、
セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス
、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コード
レスフォン、パーソナル電子デバイス、ハンドヘルドデバイス、パーソナルコンピュータ
、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、モノのインターネット（ＩｏＴ：Internet o
f things）デバイス、すべてのインターネット（ＩｏＥ：Internet of Everything）デバ
イス、マシン型通信（ＭＴＣ）デバイス、アプライアンス、自動車などであり得る。
【００３４】
　[0040]基地局１０５は、コアネットワーク１３０および互いに通信し得る。たとえば、
基地局１０５は、バックホールリンク１３２（たとえば、Ｓ１など）を通して、コアネッ
トワーク１３０とインターフェースし得る。基地局１０５は、直接または間接的にのいず
れかで（たとえば、コアネットワーク１３０を通して）バックホールリンク１３４（たと
えば、Ｘ２など）を介して互いに通信し得る。基地局１０５は、ＵＥ１１５との通信のた
めの無線構成およびスケジューリングを実行し得るか、または基地局コントローラ（図示
せず）の制御下で動作し得る。いくつかの例では、基地局１０５は、マクロセル、スモー
ルセル、ホットスポットなどであり得る。基地局１０５はｅノードＢ（ｅＮＢ）１０５と
呼ばれることもある。
【００３５】
　[0041]ＵＥ１１５は、たとえば、多入力多出力（ＭＩＭＯ）、多地点協調（ＣｏＭＰ）
、または他の方式を通じて、複数の基地局１０５と協調的に通信するように構成され得る
。ＭＩＭＯ技法は、複数のデータストリームを送信するためにマルチパス環境を利用する
ために、基地局上の複数のアンテナまたはＵＥ上の複数のアンテナを使用し得る。ＣｏＭ
Ｐは、ＵＥ１１５のための全体的送信品質を改善するためにならびにネットワークおよび
スペクトル稼働率を増加させる、いくつかのｅＮＢによる送信および受信の動的協調のた
めの技法を含む。ＣｏＭＰ構成は、ＵＥ１１５のＰ－ＣＳＩ報告（たとえば、Ｐ－ＣＳＩ
のためのＣＳＩプロセス）に影響を及ぼし得、したがって、ＵＥ１１５のＰＵＣＣＨフォ
ーマット選択またはＰ－ＣＳＩ報告優先度付けに影響を及ぼし得る。
【００３６】
　[0042]ワイヤレス通信システム１００はまた、干渉管理およびトラフィック適応（ＩＭ
ＴＡ）技法または拡張ＩＭＴＡ（ｅＩＭＴＡ）技法を採用し得る。ＩＭＴＡ／ｅＩＭＴＡ
は、トラフィック負荷考慮事項に基づく時分割複信（ＴＤＤ）キャリアのフレキシブルな
リソースのための技法を含み得る。たとえば、ＩＭＴＡは、ＤＬトラフィックが重いとき
にＵＬフレーム中でＤＬデータを送信すること、あるいはＵＬまたはＤＬのいずれかのた
めに使用され得るフレキシブルなサブフレームを予約することに関与し得る。ＩＭＴＡは
また、協調電力制御および局間スケジューリング（coordinated power control and inte
rstation scheduling）のための技法に関与し得る。ＩＭＴＡ構成はまた、ＵＥ１１５の
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Ｐ－ＣＳＩ報告（たとえば、Ｐ－ＣＳＩのためのサブフレームセット）に影響を及ぼし得
、したがって、ＵＥ１１５のＰＵＣＣＨフォーマット選択またはＰ－ＣＳＩ報告優先度付
けに影響を及ぼし得る。
【００３７】
　[0043]通信リンク１２５は、キャリアに編成された１つまたは複数の周波数範囲を含み
得る。キャリアは、ＣＣ、レイヤ、チャネルなどと呼ばれることもある。「コンポーネン
トキャリア」という用語は、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）動作においてＵＥによっ
て利用される複数のキャリアの各々を指すことがあり、システム帯域幅の他の部分とは別
個であり得る。たとえば、ＣＣは、独立して、または他のＣＣと組み合わせて利用される
ことをサポートする比較的狭い帯域幅のキャリアであり得る。各ＣＣは、ＬＴＥ規格のリ
リース８またはリリース９に基づく分離キャリアと同じ能力を与え得る。
【００３８】
　[0044]複数のＣＣは、より高いデータレートをサポートし得るより大きい帯域幅をいく
つかのＵＥ１１５に提供するために、アグリゲートされるかまたは同時に利用され得る。
したがって、個々のＣＣは、レガシーＵＥ１１５（たとえば、ＬＴＥリリース８またはリ
リース９を実装するＵＥ１１５）との後方互換性があり得るが、他のＵＥ１１５（たとえ
ば、リリース８／９後のＬＴＥバージョンを実装するＵＥ１１５）は、マルチキャリアモ
ードにおいて複数のＣＣを用いて構成され得る。ダウンリンク（ＤＬ）のために使用され
るキャリアはＤＬ　ＣＣと呼ばれることがあり、アップリンク（ＵＬ）のために使用され
るキャリアはＵＬ　ＣＣと呼ばれることがある。ＵＥ１１５は、キャリアアグリゲーショ
ンのために、複数のＤＬ　ＣＣと１つまたは複数のＵＬ　ＣＣとで構成され得る。各キャ
リアは、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、デ
ータなどを送信するために使用され得る。ＵＥ１１５は、複数のキャリアを利用して単一
の基地局１０５と通信し得、また、異なるキャリア上で同時に複数の基地局と通信し得る
。
【００３９】
　[0045]いくつかの場合には、ワイヤレス通信システム１００は１つまたは複数の拡張コ
ンポーネントキャリア（ｅＣＣ：enhanced component carrier）を利用し得る。ｅＣＣは
、フレキシブル帯域幅、異なる送信時間間隔（ＴＴＩ）、および変更された制御チャネル
構成を含む、１つまたは複数の特徴によって特徴づけられ得る。いくつかの場合には、ｅ
ＣＣは、ＣＡ構成またはデュアル接続性構成（たとえば、複数のサービングセルが準最適
なバックホールリンクを有するとき）に関連付けられ得る。ｅＣＣはまた、（たとえば、
２つ以上の事業者が、無線周波数スペクトル帯域を使用することを認可された場合）無認
可無線周波数スペクトル帯域または共有無線周波数スペクトル帯域において使用するため
に構成され得る。フレキシブル帯域幅によって特徴づけられるｅＣＣは、全帯域幅を監視
しないかまたはそれを行うことが可能でないか、あるいは（たとえば、電力を節約するた
めに）限られた帯域幅を使用するように構成されたＵＥ１１５によって利用され得る１つ
または複数の帯域幅セグメントを含み得る。
【００４０】
　[0046]基地局１０５の各セルは、ＵＬ　ＣＣとＤＬ　ＣＣとを含み得る。基地局１０５
のための各サービングセルの地理的カバレージエリア１１０は異なり得る（たとえば、異
なる周波数帯域上のＣＣは、異なる経路損失を経験し得る）。いくつかの例では、あるキ
ャリアは、１次セル（ＰＣｅｌｌ）によってサービスされ得る、ＵＥ１１５のための１次
キャリアまたは１次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ）として指定される。１次セルは、
ＵＥごとに上位レイヤ（たとえば、無線リソース制御（ＲＲＣ）レイヤなど）によって半
静的に構成され得る。物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上で送信されるある
（certain）ＵＣＩ（たとえば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）、チャネル品質インジケータ（ＣＱ
Ｉ）、およびスケジューリング情報は、１次セルによって搬送され得る。追加のキャリア
は、２次セル（ＳＣｅｌｌ）によってサービスされ得る、２次キャリア、または２次コン
ポーネントキャリア（ＳＣＣ）として指定され得る。２次セルはまた、ＵＥごとに半静的
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に構成され得る。いくつかの場合には、２次セルは、１次セルと同じ制御情報を含まない
ことがあるかまたはそれを送信するように構成されないことがある。他の場合には、１つ
または複数の２次セル（ＳＣｅｌｌ）は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）
を搬送するために指定され得、ＳＣｅｌｌは、関連するＵＬ制御情報を搬送するためにど
のＣＣが使用されるかに基づいてＰＵＣＣＨグループに編成され得る。いくつかのワイヤ
レスネットワークは、多数のキャリア（たとえば、５つのキャリアから３２個のキャリア
の間）に基づく拡張ＣＡ動作、無認可無線周波数スペクトル帯域中の動作、または拡張Ｃ
Ｃの使用を利用し得る。多数のキャリアでの動作は、ＣＳＩ情報を報告するための変更さ
れたＰＵＣＣＨ手順（modified PUCCH procedures）などの変更された制御構成によって
特徴づけられ得る。
【００４１】
　[0047]ＰＵＣＣＨは、ＵＬ　ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＳＲ、ＣＱＩおよび他のＵ
Ｌ制御情報のために使用され得る。ＰＵＣＣＨは、コードと２つの連続するリソースブロ
ックとによって定義される制御チャネルにマッピングされ得る。ＵＬ制御シグナリングは
、セルのタイミング同期の存在に依存し得る。スケジューリング要求（ＳＲ）およびチャ
ネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告のためのＰＵＣＣＨリソースが、無線リソース制御
（ＲＲＣ）シグナリングを通して割り当てられるかまたは失効され得る。いくつかの場合
には、ＳＲのためのリソースは、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ：random access 
channel）プロシージャを通して同期を獲得した後に割り当てられ得る。他の場合には、
ＳＲは、ＲＡＣＨを通じてＵＥ１１５に割り当てられないことがある（すなわち、同期し
たＵＥ１１５は、専用ＳＲチャネルを有することも、有しないこともある）。ＳＲおよび
ＣＱＩのためのＰＵＣＣＨリソースは、ＵＥ１１５がもはや同期されないときに失われ得
る。場合によっては、ＰＵＣＣＨフォーマットは、ＨＡＲＱと、ＣＳＩと、ＳＲ情報とを
含み得るアップリンク制御ペイロードのサイズに基づいて選択され得る。多数のＣＣが構
成される場合、大きいＰＵＣＣＨペイロードに適応する（accommodate）ために拡張ＰＵ
ＣＣＨフォーマットが使用され得る。
【００４２】
　[0048]ＨＡＲＱは、データが通信リンク１２５にわたって正確に受信されることを確実
にする方法であり得る。ＨＡＲＱは、（たとえば、巡回冗長検査（ＣＲＣ：cyclic redun
dancy check）を使用する）誤り検出、前方誤り訂正（ＦＥＣ：forward error correctio
n）、および再送信（たとえば、自動再送要求（ＡＲＱ））の組合せを含み得る。ＨＡＲ
Ｑは、悪い無線状態（たとえば、悪い信号対雑音比条件）において媒体アクセス制御（Ｍ
ＡＣ）レイヤにおけるスループットを改善し得る。インクリメンタル冗長ＨＡＲＱでは、
不正確に受信されたデータは、データを正常に復号することの全体的尤度を改善するため
に、バッファに記憶され、後続の送信と組み合わされ得る。場合によっては、冗長ビット
が送信より前に各メッセージに追加される。これは、悪い無線状態において特に有用であ
り得る。他の場合には、冗長ビットは、各送信に追加されないが、元のメッセージの送信
機が、情報を復号する試みの失敗を示すＮＡＣＫを受信した後に再送信される。送信、応
答および再送信のチェーンは、ＨＡＲＱプロセスと呼ばれることがある。いくつかの場合
には、限られた数のＨＡＲＱプロセスが所与の通信リンク１２５のために使用され得る。
【００４３】
　[0049]基地局１０５は、ＵＥ１１５のチャネル推定およびコヒーレント復調を助けるた
めに、セル固有基準信号（ＣＲＳ）などの周期パイロットシンボルを挿入し得る。ＣＲＳ
は、５０４個の異なるセル識別情報のうちの１つを含み得る。それらは、それらを雑音お
よび干渉に対してより耐性があるようにするために、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ
）とブーストされた（たとえば、周囲のデータ要素よりも６ｄＢ高く送信された）電力と
を使用して変調され得る。ＣＲＳは、受信ＵＥ１１５のアンテナポートまたはレイヤの数
（最高４つ）に基づいて各リソースブロック中の４～１６個のリソース要素中に埋め込ま
れ得る。基地局１０５の地理的カバレージエリア１１０中のすべてのＵＥ１１５によって
利用され得るＣＲＳに加えて、復調基準信号（ＤＭＲＳ）は、特定のＵＥ１１５を対象と
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し得、それらのそれぞれのＵＥ１１５に割り当てられたリソースブロック上でのみ送信さ
れ得る。いくつかの場合には、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）として知られ
る追加の基準信号が、ＣＳＩを生成するのを助けるために含まれ得る。ＵＬ上で、ＵＥ１
１５は、それぞれ、リンク適応および復調のための周期サウンディング基準信号（ＳＲＳ
）とＵＬ　ＤＭＲＳの組合せを送信し得る。
【００４４】
　[0050]基地局１０５は、チャネルを効率的に構成およびスケジュールするためにパイロ
ットシンボルに基づいてＵＥ１１５からチャネル状態情報を収集し（gather）得る。この
情報は、チャネル状態報告の形態でＵＥ１１５から送られ得る。チャネル状態報告は、（
たとえば、ＵＥ１１５のアンテナポートに基づいて）ＤＬ送信のために使用されるべきレ
イヤの数を要求するランクインジケータ（ＲＩ：rank indicator）と、（たとえば、レイ
ヤの数に基づいて）どのプリコーダ行列を使用すべきであるかの選好を示すプリコーディ
ング行列インジケータ（ＰＭＩ：precoding matrix indicator）と、使用され得る最高の
変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を表すＣＱＩとを含み得る。ＣＱＩは、ＣＲＳま
たはＣＳＩ－ＲＳなどの所定のパイロットシンボルを受信した後にＵＥ１１５によって計
算され得る。ＲＩおよびＰＭＩは、ＵＥ１１５が空間多重化をサポートしない（または空
間多重化をサポートするモードで動作していない）場合に除外され得る。報告中に含まれ
る情報のタイプは報告タイプを決定する。チャネル状態報告は、周期的または非周期的で
あり得る。すなわち、基地局１０５は、一定の間隔で周期的報告を送るようにＵＥ１１５
を構成し得、必要に応じて追加の報告をも要求し得る。非周期的報告は、セル帯域幅全体
にわたるチャネル品質を示す広帯域報告、最良のサブバンドのサブセットを示すＵＥ選択
報告、または報告されるサブバンドが基地局１０５によって選択される構成報告を含み得
る。場合によっては、ＵＥ１１５は、複数のＰ－ＣＳＩ報告が同じサブフレームのために
スケジュールされるときに基地局１０５に優先順位の高い報告が送信されることを保証す
るために、いくつかのＰ－ＣＳＩ報告を他のものよりも優先させ得る。
【００４５】
　[0051]可能なＰ－ＣＳＩ報告タイプのいくつかの例としては、ＣＱＩフィードバックを
サポートし得るタイプ１報告と、サブバンドＣＱＩと第２のＰＭＩフィードバックとをサ
ポートし得るタイプ１ａ報告と、広帯域ＣＱＩとＰＭＩフィードバックとをサポートし得
るタイプ２、タイプ２ｂ、およびタイプ２ｃ報告と、広帯域ＰＭＩフィードバックをサポ
ートし得るタイプ２ａ報告と、ＲＩフィードバックをサポートし得るタイプ３報告と、広
帯域ＣＱＩをサポートし得るタイプ４報告と、ＲＩおよび広帯域ＰＭＩフィードバックを
サポートし得るタイプ５報告と、ＲＩとプリコーダタイプ指示（ＰＴＩ）フィードバック
とをサポートし得るタイプ６報告とを含む。
【００４６】
　[0052]場合によっては（in some cases）、ＵＥ１１５は、ＣＣのセット上での送信に
関連するＨＡＲＱフィードバックを報告するためのＨＡＲＱペイロードのサイズを検出し
得る。ＵＥ１１５はまた、ＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報告が存在する（たとえば、ＴＴＩ中に
含まれるべきである、サブフレーム中に含まれるべきである、サブフレーム中で送信され
るべきである、アップリンク（ＵＬ）制御メッセージ中に含まれるべきである、サブフレ
ーム中でＨＡＲＱフィードバックとともに含まれるべきである、サブフレーム中での送信
のために利用可能であるなど）と決定し得る。組み合わされたアップリンクペイロードが
しきい値を上回る場合、ＵＥ１１５は、多数のＣＣに関連するＰＵＣＣＨフォーマットを
選択し得る。ペイロードがしきい値を下回る場合、より少ない数のＣＣのためのフォーマ
ットが選択され得る。場合によっては、ＵＥ１１５は、ＣＡ構成のいくつかのＣＣのため
のサブフレーム中に２つ以上のＰ－ＣＳＩ報告の構成を受信し得る。ＵＥ１１５は、次い
で、所与のサブフレーム中に送信予定のＰ－ＣＳＩ報告に優先度を付け得、優先度付けに
従って報告のうちの少なくとも１つ（たとえば、少なくとも構成されたＰ－ＣＳＩ報告の
サブセット）を送信し得る。
【００４７】
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　[0053]図２に、本開示の様々な態様による、ｅＣＡ中のＰ－ＣＳＩ報告をサポートする
ワイヤレス通信システム２００の一例を示す。ワイヤレス通信システム２００は、図１を
参照しながら説明したＵＥ１１５と基地局１０５との例であり得る、ＵＥ１１５－ａと基
地局１０５－ａとを含み得る。ワイヤレス通信システム２００は、ＵＥ１１５－ａと基地
局１０５－ａとの間の通信のための多数のＣＣ２２０をサポートするように構成され得る
。たとえば、ＵＥ１１５－ａは、Ｐ－ＣＳＩ報告の優先度付けをサポートすることと、Ｐ
ＵＣＣＨフォーマットの拡張セットを使用してＰＵＣＣＨを送信することとを行うように
構成され得る。
【００４８】
　[0054]いくつかの例についてＬＴＥシステムに関して説明するが、本明細書で説明する
方法およびモバイルデバイスが、他のワイヤレスシステムに拡張され得る。たとえば、本
開示の実施形態は、ＣＡをサポートすることもサポートしないこともあるＷｉＭＡＸ（登
録商標）、ＵＭＢ、あるいは他の３Ｇまたは４Ｇワイヤレスシステムとともに使用される
ように拡張または変更され得る。
【００４９】
　[0055]いくつかのワイヤレスシステムでは、ＵＥ１１５は、一定数のＣＣ（たとえば、
５つのＣＣ）に制限され得る。他のシステムでは、ＵＥ１１５は、拡張キャリアアグリゲ
ーション（ｅＣＡ）構成中のより多数のＣＣ（たとえば、最大３２個のＣＣ）のために構
成され得る。ＥＣＡ構成はまた、上述のように、アップリンクＣＡをサポートするＵＥの
ための１次ＣＣ上と２次ＣＣ上との両方でのＰＵＣＣＨ送信をサポートし得る。ＵＥ１１
５－ａは、多数のＣＣ（たとえば、６つ以上）で構成されたＵＥ１１５を表し得る。
【００５０】
　[0056]ＵＥ１１５－ａは、ある周期性をもつＰ－ＣＳＩ送信を介して各ＣＣのためのチ
ャネル状態を報告するように構成され得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５－ａは、サブ
フレーム中で複数の（multiple）ＣＣのためのＰ－ＣＳＩフィードバックを与えるように
構成されるとき、それは従属する報告制限であり得る。同じＣＣに予定の２つ以上のＰ－
ＣＳＩ報告がある場合、Ｐ－ＣＳＩ報告のセットからのＰ－ＣＳＩ報告のサブセット（た
とえば、１つのＰ－ＣＳＩ報告）が報告され得るが、他のものがドロップされる。いくつ
かの例では、異なるアップリンク制御情報組合せに応答して異なるＰＵＣＣＨフォーマッ
トが選択され得る。非ＣＡスケジューリングのために、非ＣＡ　ＰＵＣＣＨフォーマット
が選択され得る。ＣＡスケジューリングのために、ＣＡ　ＰＵＣＣＨフォーマットが選択
され得る。Ｐ－ＣＳＩが選択に関与しない場合、ＵＥ１１５－ａは、ＨＡＲＱのみ（alon
e）に基づいてＰＵＣＣＨフォーマットを決定し得、次いで、ＨＡＲＱペイロードでＰ－
ＣＳＩを多重化し得る。Ｐ－ＣＳＩが選択に関与する場合、Ｐ－ＣＳＩは、しきい値との
比較より前にＨＡＲＱペイロードで多重化され得る。ＳＲはまた、ＰＵＣＣＨフォーマッ
ト決定に関与し得る。
【００５１】
　[0057]場合によっては、１つのＣＣが、ＵＥ１１５－ａのためのＰＣＣとして構成され
得る。いくつかの例では、ＰＣＣは、ＵＥ１１５－ａのためのＰＵＣＣＨと共通探索空間
とを搬送する唯一のＣＣであり得る。いくつかのワイヤレスシステムでは、ＰＵＣＣＨは
、ＵＥ１１５－ａのためにＣＡ中の２つのＣＣ上で使用可能に（enabled）なり得る。そ
のような場合、ＰＣＣに加えて、１つまたは複数の２次セルがＰＵＣＣＨを搬送し得る。
たとえば、この能力は、デュアル接続性およびＰＵＣＣＨ負荷分散のために利用され得る
。デュアル接続性では、基地局１０５－ａは、ＵＥ１１５－ａのためのＣＣをサポートす
る他の基地局１０５（図示せず）との理想的なバックホールを有しないことがある。セル
間の緊密な協調（tight coordination）は、制限されたバックホール容量と無視できない
バックホールレイテンシ（たとえば、数十ミリ秒）とにより可能でないことがある。デュ
アル接続性では、セルは、１次セルグループ（ＰＣＧ）と２次セルグループ（ＳＣＧ）と
の２つのグループに区分され得る。各グループは、キャリアアグリゲーションにおいて１
つまたは複数のセルを有し得る。各グループはまた、ＰＵＣＣＨを搬送する単一のセルを
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有し得、ここで、ＰＣＧ中のＰＣｅｌｌは、ＰＣＧのためのＰＵＣＣＨを搬送し、ＳＣＧ
中の１次ＳＣｅｌｌ（ＰＳＣｅｌｌ）は、ＳＣＧのためのＰＵＣＣＨを搬送する。さらに
、共通探索空間は、ＵＥ１１５－ａによってＳＣＧ中で監視され得る。場合によっては、
アップリンク制御情報は、各グループ中でＰＵＣＣＨを使用して各グループに別個に搬送
される。
【００５２】
　[0058]いくつかの例では、ＵＥ１１５－ａは、ある周期性とサブフレームオフセット（
たとえば、基地局１０５から受信されたＤＬサブフレームとＵＥ１１５－ａによる応答Ｐ
－ＣＳＩ報告との間のいくつかの（a number of）サブフレーム）とをもつＰ－ＣＳＩ送
信で構成され得る。Ｐ－ＣＳＩ構成は、ＣＡ中の異なるＣＣごとに、ＣＣ中に２つ以上の
ＣＳＩプロセスがある場合はＣＳＩプロセスごとに、ＣＳＩプロセスが２つ以上のサブフ
レームセットを有する場合はサブフレームセットごとに別個であり得る。場合によっては
、サブフレーム中に予定のＣＣについて２つ以上のＣＳＩタイプがあり得、場合によって
は、サブセット（たとえば、１タイプ）のみが送信され得る。さらに、ＣＣにわたる２つ
以上のＣＳＩ報告がサブフレーム中に予定される（are due）場合、サブセット（たとえ
ば、１つのＣＣのＰ－ＣＳＩ報告）のみが送信され得るが、衝突中の他の報告がドロップ
され得る。様々な例では、Ｐ－ＣＳＩ報告のサブセットを報告することを決定することは
、Ｐ－ＣＳＩ報告タイプに基づいてＰ－ＣＳＩ報告に優先度を付けることを含み得、これ
は、ＵＥ１１５－ａのために構成されたＣＣ内の優先度付け、またはＵＥ１１５－ａのた
めに構成されたＣＣにわたる優先度付け、またはそれらの組合せを含み得る。追加または
代替として、Ｐ－ＣＳＩ報告は、ＵＥ１１５－ａのために構成されたＣＣのための複数の
Ｐ－ＣＳＩプロセスからの少なくとも１つのＰ－ＣＳＩプロセスからの報告、ＵＥ１１５
－ａのために構成されたＣＣのための複数のＰ－ＣＳＩサブフレームセットからの少なく
とも１つのＰ－ＣＳＩサブフレームセットのためのＰ－ＣＳＩプロセスからの報告、また
はそれらの組合せを含み得る。場合によっては、Ｐ－ＣＳＩ報告は、たとえば、（たとえ
ば、ＰＣｅｌｌが１次グループ中にスケジュールされる場合に、またはＰＵＣＣＨ対応セ
ルが２次グループ中にスケジュールされる場合に）ＰＵＣＣＨフォーマット２／２ａ／２
ｂを使用し、ＣＡおよびＰ－ＣＳＩの下でＰＵＣＣＨフォーマット３を使用してＨＡＲＱ
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫとともに送信され得る。場合によっては、Ｐ－ＣＳＩとＨＡＲＱ　Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫとが一緒にコーディングされ、マッピングされる場合、Ｐ－ＣＳＩ報告も
ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫとともに送信され得る。
【００５３】
　[0059]場合によっては、Ｐ－ＣＳＩ優先度付けルールは、最初に、ＣＳＩタイプ（たと
えば、同じセル内で、最初に、タイプ３／５／６、その後、タイプ１／１ａ／２／２ａ／
２ｂ／２ｃ／４、および、ＣＣにわたり、最初に、タイプ３／５／６／２ａ、その後、タ
イプ２／２ｂ／２ｃ／４、その後、タイプ１／１ａ）、その後、タイブレーカー（tie-br
eaker）を含み得る。いくつかの例では、タイブレーカーは、最初に、ＣＳＩプロセスＩ
Ｄ（たとえば、より低いＣＳＩプロセスが、より高い優先度に対応し得る）、その後、Ｃ
Ｃインデックス（たとえば、より低いＣＣインデックスが、より高い優先度に対応し得る
）、その後、サブフレームセットインデックス（たとえば、より低いＰ－ＣＳＩサブフレ
ームセットインデックスが、より高い優先度に対応し得る）を含み得る。
【００５４】
　[0060]ＣＡ構成は、ＤＬおよびＵＬ通信のために最大３２個のＣＣのキャリアアグリゲ
ーションを使用可能にする（enable）ために可能な機構に基づいてＳＣｅｌｌ上にＰＵＣ
ＣＨのための物理レイヤ仕様を展開し得る。たとえば、いくつかの物理レイヤ仕様は、自
己スケジューリングとクロスキャリアスケジューリングとの両方を含む最大３２個のＣＣ
のためのＤＬ制御シグナリングと、最大３２個のＣＣのためのＵＬ制御シグナリングとを
含み得る。場合によっては、最大３２個のＤＬキャリアのためのＰＵＣＣＨに対するＵＣ
Ｉフィードバックをサポートすることが適切であり得、ここで、ＵＣＩシグナリングフォ
ーマットは、最大３２個のＤＬキャリアのためのＵＣＩフィードバックをサポートし得る
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。
【００５５】
　[0061]ＰＵＣＣＨ構成およびＰＵＣＣＨ上でのＰ－ＣＳＩ報告のために、サブフレーム
中での複数のサービングセルに対応するＰ－ＣＳＩ報告の多重化、サブフレーム中でのＨ
ＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックでの複数のサービングセルに対応するＰ－ＣＳ
Ｉ報告の多重化など、Ｐ－ＣＳＩをドロップする確率を低減するための適切な使用技法で
あり得る。さらに、ＵＥ１１５－ａは、ＨＡＲＱコードブックサイズとＰＵＣＣＨフォー
マットとを動的に決定し得る。場合によっては、これは、ＰＵＣＣＨセルグループ中のＣ
Ａ中のＣＣの数と各ＣＣのＤＬ送信モードとの半静的構成に基づくＣＡ　ＨＡＲＱコード
ブックサイズ決定機構とは異なり得る。さらに、ＨＡＲＱコードブックとＰＵＣＣＨフォ
ーマットとに関するＵＥ１１５－ａと基地局１０５－ａとの間の理解（understanding）
を保証することが適切であり得る。
【００５６】
　[0062]ワイヤレス通信システム２００は、マルチＣＳＩプロセス、Ｐ－ＣＳＩ構成、ま
たはマルチサブフレームセットＰ－ＣＳＩ構成をサポートし得る。ＨＡＲＱフィードバッ
クのためのＰＵＣＣＨフォーマットはまた、動的適応の対象となり（be subject to）得
る。いくつかの例では、多数のスケジュールされたＣＣのために、少なくとも１つの新し
いＰＵＣＣＨフォーマットが使用され得、スケジュールされたＣＣの数が小さいとき、Ｐ
ＵＣＣＨフォーマット３が使用され得、スケジュールされたＣＣの数が極めて小さい（た
とえば、１次グループ中でＰＣｅｌｌのみがスケジュールされる、または２次グループ中
でＰＵＣＣＨ対応のＳＣｅｌｌのみがスケジュールされる）とき、ＰＵＣＣＨフォーマッ
ト１ａ／１ｂ／２／２ａ／２ｂが使用され得る。
【００５７】
　[0063]ＵＥ１１５－ａが、サブフレーム中に複数のＣＣのためのＰ－ＣＳＩを与えるよ
うに構成される場合、ＵＥ１１５－ａは、ＣＣごとに単一のＰ－ＣＳＩ報告を有するよう
に限定され得る。いくつかの例では、（たとえば、異なるＣＳＩプロセス、異なるサブフ
レームセットなどから）ＣＣ内に予定の（due）２つ以上のＰ－ＣＳＩ報告があり得る。
１つのＰ－ＣＳＩ報告は、報告され得るが、他のものはドロップされ得る。これらの場合
、優先度付けルールが適用され得る（たとえば、最初に、ＣＳＩタイプ、その後、ＣＳＩ
プロセスＩＤ、その後、サブフレームセットインデックス）。他の場合には、ＵＥ１１５
－ａは、少なくとも１つのＣＣのための２つ以上のＰ－ＣＳＩ報告を有し得る。そのよう
な場合、ＵＥ１１５－ａは、ＣＣにわたるまたはＣＣ内への優先度付けルールの対象とな
り得、使用中のＰＵＣＣＨフォーマットの容量に基づき得る（たとえば、最初に、ＣＳＩ
タイプ、その後、ＣＳＩプロセスＩＤ、その後、ＣＣインデックス、その後、サブフレー
ムセットＩＤ）。
【００５８】
　[0064]たとえば、ＣＣ１－ＣＳＩプロセスＩＤ１およびサブフレームセット１、ＣＳＩ
プロセスＩＤ２と、ＣＣ２－ＣＳＩプロセス３と、ＣＣ３－ＣＳＩプロセスＩＤ１との、
同様のＣＳＩタイプの３つのＣＣが同じサブフレーム中に予定になり得る場合があり得る
。そのような場合、優先度は、ＣＣ１－ＣＳＩプロセスＩＤ１およびサブフレームセット
１、その後、ＣＣ３：ＣＳＩプロセスＩＤ１、その後、ＣＣ１－ＣＳＩプロセスＩＤ２、
その後、ＣＣ２－ＣＳＩプロセス３となることになる。場合によっては、マルチＰ－ＣＳ
Ｉ報告を、マルチＣＣ　Ｐ－ＣＳＩ報告とは無関係のマルチＣＳＩプロセス／マルチサブ
フレームに拡張することが適切であり得る。ＵＥ１１５－ａが、ＣＡ（たとえば、非ＣＡ
動作）で構成されない場合でも、ＵＥ１１５－ａは、マルチＣＳＩプロセス／マルチサブ
フレームセットＰ－ＣＳＩを報告するように構成され得る。
【００５９】
　[0065]（たとえば、サイズしきい値との比較に基づく）異なるアップリンク制御ペイロ
ード組合せに応答して、異なるＰＵＣＣＨフォーマットが選択され得る。ＰＵＣＣＨフォ
ーマットの可能なセットの選択は、ＵＥ１１５－ａによって決定されるＨＡＲＱ条件に基
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づき得る。いくつかの例では、ＨＡＲＱは非ＣＡスケジューリングのためにのみ検出され
得、非ＣＡ　ＰＵＣＣＨフォーマットが選択され得る（たとえば、１／１ａ／１ｂ／２／
２ａ／２ｂ）。他の例では、ＨＡＲＱは、ＣＡスケジューリングを関与させるために検出
され得（たとえば、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）送信がＳＣｅｌｌ上で
検出され得）、チャネル選択ありのＣＡ　ＰＵＣＣＨフォーマット３またはＰＵＣＣＨフ
ォーマット１ｂが選択され得る。さらに、Ｐ－ＣＳＩがＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫで多
重化され得る場合、どのフォーマットを使用すべきか（たとえば、ＰＵＣＣＨフォーマッ
ト３またはＰＵＣＣＨフォーマット２／２ａ／２ｂ）を決定するために、Ｐ－ＣＳＩが使
用されることも使用されないこともある。最大３２個のＣＣが構成されたシステムでは、
ＰＵＣＣＨフォーマット３およびＰＵＣＣＨフォーマット２／２ａ／２ｂは、多くて１つ
のＣＣのＰ－ＣＳＩを搬送し得、あるいは１つまたは複数の新しいＰＵＣＣＨフォーマッ
ト（たとえば、ＰＵＣＣＨフォーマット４または５）は、２つ以上のＣＣのＰ－ＣＳＩを
搬送することができる。Ｐ－ＣＳＩが、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫとともにサブフレー
ム中に予定されるとき、Ｐ－ＣＳＩがＰＵＣＣＨフォーマット選択に関与すべきであるの
かどうかを決定することも適切であり得る。
【００６０】
　[0066]場合によっては、Ｐ－ＣＳＩは、ＰＵＣＣＨフォーマット選択に関与しないこと
がある。そのような場合、ＵＥ１１５－ａは、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫに基づいて使
用すべきＰＵＣＣＨフォーマットを決定し得、Ｐ－ＣＳＩをどのように多重化するのかを
決定し得る。他の場合には、ＳＲがＰＵＣＣＨフォーマット決定に関与し得る。たとえば
、ＨＡＲＱペイロードが６４ビットよりも大きい場合、拡張ＰＵＣＣＨフォーマット（た
とえば、フォーマット５）が使用され得、マルチＣＣ　Ｐ－ＣＳＩが多重化され得、ＨＡ
ＲＱペイロードが２１ビットよりも大きい場合、ＰＵＣＣＨフォーマット４が使用され得
、マルチＣＣ　Ｐ－ＣＳＩが多重化され得、ＨＡＲＱペイロードがＣＡスケジューリング
に関連付けられる（たとえば、少なくとも１つのＳＣＣがスケジュールされる）場合、Ｐ
ＵＣＣＨフォーマット３が使用され得、多くて１つのＣＣのＰ－ＣＳＩが多重化され得、
ＨＡＲＱペイロードが非ＣＡ事例（case）に対応する場合、ＨＡＲＱおよびＰ－ＣＳＩビ
ットを多重化するためにＰＵＣＣＨフォーマット２／２ａ／２ｂが使用され得る。場合に
よっては、これにより、より効率的なＨＡＲＱ動作が可能になり得る。上記の例では、（
たとえば、ＴＴＩ中に含まれるべき、サブフレーム中に含まれるべきなどの）ＳＲが存在
する場合、ＳＲは、使用すべきそれぞれのＰＵＣＣＨフォーマットを決定する際に対応す
るしきい値に対してＨＡＲＱペイロードとともにカウントされ得る。
【００６１】
　[0067]Ｐ－ＣＳＩがＰＵＣＣＨフォーマット選択に関与する場合、ＵＥ１１５－ａは、
ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫとＰ－ＣＳＩとに基づいて使用すべきＰＵＣＣＨフォーマッ
トを決定し得る。ＳＲはまた、ＰＵＣＣＨフォーマット決定に関与し得る。たとえば、Ｈ
ＡＲＱビット、ＳＲビット、およびＰ－ＣＳＩビットペイロードの総数（collective num
ber）が６４ビットよりも大きい場合、ＰＵＣＣＨフォーマット５が使用され得、マルチ
ＣＣ　Ｐ－ＣＳＩが多重化され得、ＨＡＲＱビット、ＳＲビット、およびＰ－ＣＳＩビッ
トペイロードの総数が２２ビットよりも大きい場合、ＰＵＣＣＨフォーマット５が使用さ
れ得、マルチＣＣ　Ｐ－ＣＳＩが多重化され得、ＨＡＲＱペイロードがＣＡスケジューリ
ングに関連付けられる（たとえば、少なくとも１つのＳＣＣがスケジュールされる）場合
、ＰＵＣＣＨフォーマット３が使用され得、多くて１つのＣＣのＰ－ＣＳＩが多重化され
得、ＨＡＲＱペイロードが非ＣＡ事例に対応する場合、ＨＡＲＱおよびＰ－ＣＳＩを多重
化するためにＰＵＣＣＨフォーマット２／２ａ／２ｂが使用され得る（たとえば、ＳＲが
存在しない場合）。場合によっては、これにより、より効率的なＰ－ＣＳＩフィードバッ
クが可能になり得る。したがって、ＵＥ１１５－ａは、Ｐ－ＣＳＩがＰＵＣＣＨフォーマ
ット選択に関与し得る場合とそれに関与しないことがある場合との両方をサポートするよ
うに構成され得る。
【００６２】
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　[0068]図３に、本開示の様々な態様による、ｅＣＡのためのＰ－ＣＳＩ報告のためのマ
ルチＣＳＩフィードバックプロセス３００の一例を示す。マルチＣＳＩフィードバックプ
ロセス３００は、図１～図２を参照しながら説明したＵＥ１１５と基地局１０５との例で
あり得る、ＵＥ１１５－ｂと基地局（ＢＳ）１０５－ｂとを含み得る。
【００６３】
　[0069]マルチＣＳＩフィードバックプロセス３００は、基地局１０５－ｂとＵＥ１１５
－ｂとの間のワイヤレス通信システムにおいてマルチＣＳＩフィードバックプロセスを実
装する態様を示し得る。ワイヤレス通信の方法は、ＴＴＩ（たとえば、サブフレーム）中
での複数のＰ－ＣＳＩ報告の送信をサポートする構成を受信することを含み得る。Ｐ－Ｃ
ＳＩ報告は、ＣＳＩプロセスの複数のサブフレームセットのための２つ以上のＰ－ＣＳＩ
報告、ＣＣの複数のＣＳＩプロセスのためのＰ－ＣＳＩ報告、またはＣＡ構成の複数のＣ
ＣのためのＰ－ＣＳＩ報告に関連付けられ得る。
【００６４】
　[0070]３０５において、基地局１０５－ｂは、チャネル推定のためにＵＥ１１５－ｂに
いくつかのパイロット信号を送信し得る。いくつかの例では、基地局１０５－ｂはまた、
ＵＥ１１５－ｂに構成情報を送り得る。構成は、複数のＰ－ＣＳＩ報告の送信をサポート
し得、ＣｏＭＰ構成、１つまたは複数のＰＵＣＣＨグループをもつＣＡ構成、デュアル接
続性構成またはＩＭＴＡ構成のうちの少なくとも１つを含み得る。場合によっては、ＣＡ
構成は６つ以上のＣＣの構成を含み得る。
【００６５】
　[0071]３１０において、ＵＥ１１５－ｂは、ＴＴＩ中に送信予定の２つ以上のＰ－ＣＳ
Ｉ報告を決定し得る。３１５において、ＵＥ１１５－ｂは、優先度付けルールに従ってＰ
－ＣＳＩ報告に優先度を付け得る。優先度付けルールは、２つ以上のＰ－ＣＳＩ報告のペ
イロード容量またはペイロードサイズに基づき得る。場合によっては、ペイロード容量は
、ＰＵＣＣＨフォーマットに基づき得る。たとえば、優先度付けルールは、最初に、ＣＳ
Ｉタイプ、その後、ＣＳＩプロセスＩＤ、その後、ＣＣインデックス、その後、サブフレ
ームセットインデックスを含み得る。様々な例では、優先度付けは、ＣＣ内で、またはＣ
Ｃにわたって、またはそれらの組合せで実行され得る。
【００６６】
　[0072]３２０において、ＵＥ１１５－ｂは、１つまたは複数の非優先Ｐ－ＣＳＩ報告を
ドロップし得、３２５において、ＵＥ１１５－ｂは、（たとえば、アップリンク制御メッ
セージ中で）優先度付けルールに従ってＴＴＩ中にＰ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１
つを送信し得る。
【００６７】
　[0073]図４に、本開示の様々な態様による、ｅＣＡのためのＰ－ＣＳＩ報告のためのプ
ロセスフロー４００の一例を示す。プロセスフロー４００は、図１～図３を参照しながら
説明したＵＥ１１５と基地局１０５との例であり得る、ＵＥ１１５－ｃと基地局１０５－
ｃとを含み得る。プロセスフロー４００は、基地局１０５－ｃと１１５－ｃとの間のワイ
ヤレス通信システムにおいてどのＰＵＣＣＨフォーマットを使用すべきかを決定するため
のシグナリングおよび動作を示し得る。本開示の範囲を逸脱することなく修正、適応およ
び変更が行われ得る。
【００６８】
　[0074]４０５において、基地局１０５－ｃは、ＵＥ１１５－ｃに１つまたは複数のＤＬ
信号を送信し得る。ＤＬ信号は、１つまたは複数のＣＣに、および１つまたは複数のＨＡ
ＲＱプロセスに関連付けられ得る。基地局１０５－ｃは、チャネル推定のためにＵＥ１１
５－ｃに１つまたは複数のパイロット信号を送信し得る。したがって、ＵＥ１１５－ｃは
、１つまたは複数のＤＬ信号に基づいてＨＡＲＱフィードバックおよびＣＳＩなどのアッ
プリンク制御情報を識別し得る。
【００６９】
　[0075]４１０において、ＵＥ１１５－ｃは、ＣＡ構成と、構成されたＣＣのための全体
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的なアップリンク制御情報ペイロードまたはＨＡＲＱペイロードのサイズと、を決定し得
る。場合によっては、ＵＥ１１５－ｃは、基地局１０５－ｃからＨＡＲＱペイロードのサ
イズを示すシグナリングを受信し得る。
【００７０】
　[0076]４１５において、ＵＥ１１５－ｃは、アップリンク制御メッセージについてＳＲ
またはＰ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つが存在する（たとえば、ＴＴＩ中に含まれ
るべきである、サブフレーム中に含まれるべきである、サブフレーム中でのＨＡＲＱフィ
ードバックとともの送信のために利用可能であるなど）と識別し得る。いくつかの例では
、ＵＥ１１５－ｃは、ＵＥ１１５－ｃのために構成された２つ以上のＣＣのためのＰ－Ｃ
ＳＩ報告でＨＡＲＱペイロードを多重化するように構成され得、ここで、ＵＥ１１５－ｃ
は、ＵＥ１１５－ｃのために構成された２つ以上のＣＣのためのＰ－ＣＳＩ報告を識別す
ることによってＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つが存在することを識別
し得る。ＵＥ１１５－ｃはまた、Ｐ－ＣＳＩ報告タイプのセットのＰ－ＣＳＩ報告タイプ
のサブセットまたはＰ－ＣＳＩ報告タイプが存在するのかどうかを決定することによって
ＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つが存在することを識別し得る。いくつ
かの例では、Ｐ－ＣＳＩ報告タイプのセットは、ＲＩフィードバックまたは広帯域ＰＭＩ
フィードバックをサポートするＰ－ＣＳＩ報告タイプを少なくとも含み得る。アップリン
ク制御メッセージは、複数の（multiple）セルグループのうちのセルグループに関連付け
られ得る。
【００７１】
　[0077]４２０において、ＵＥ１１５－ｃは、たとえば、１つのＣＣのためのＨＡＲＱフ
ィードバックを報告することに関連するＰＵＣＣＨフォーマットの第１のセット、最大５
つのＣＣのためのＨＡＲＱフィードバックを報告することに関連するＰＵＣＣＨフォーマ
ットの第２のセット、または６つ以上のＣＣのためのＨＡＲＱフィードバックを報告する
ことに関連するＰＵＣＣＨフォーマットの第３のセットであり得るＰＵＣＣＨフォーマッ
トグループを選択し得る。ＰＵＣＣＨフォーマットグループは、複数のスケジュールされ
たＣＣ中のいくつかのＣＣに基づいて選択され得る。ＵＥ１１５－ｃはまた、選択された
ＰＵＣＣＨフォーマットグループ（たとえば、ＰＵＣＣＨフォーマットのセット）に基づ
いてＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つのためのペイロードのサイズが、
しきい値との比較のためのアップリンク制御メッセージのサイズ中に含まれるのかどうか
を決定し得る。
【００７２】
　[0078]４２５において、ＵＥ１１５－ｃは、アップリンク制御メッセージのサイズとし
きい値との比較に基づいてＰＵＣＣＨフォーマットグループからＰＵＣＣＨフォーマット
を選択し得、ここで、アップリンク制御メッセージは、ＨＡＲＱペイロードとＳＲまたは
Ｐ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つのためのペイロードとを含み得る。ＵＥ１１５－
ｃは、しきい値を上回るアップリンク制御メッセージのサイズに基づいて別のＰＵＣＣＨ
フォーマットよりも大きい容量を有するＰＵＣＣＨフォーマットを選択し得る。場合によ
っては、ＰＵＣＣＨフォーマットは、スケーリングされたＰ－ＣＳＩ報告ペイロードサイ
ズに基づいて選択され得る。ＵＥ１１５－ｃは、ＰＵＣＣＨフォーマットを選択する際に
ＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報告またはその両方のうちの少なくとも１つの存在を検討すべきか
どうかを示すシグナリング（たとえば、ＲＲＣシグナリング）を受信し得る。いくつかの
例では、ＵＥ１１５－ｃは、ＰＵＣＣＨフォーマットに関連する通信リソース容量（たと
えば、ＰＵＣＣＨフォーマットに関連する１つまたは複数のビット容量、コーディングレ
ートまたはコーディング係数と組み合わせたビット容量など）などのしきい値を示すシグ
ナリング（たとえば、ＲＲＣシグナリング）を受信し得る。
【００７３】
　[0079]４３０において、ＵＥ１１５－ｃは、次いで、選択されたＰＵＣＣＨフォーマッ
トを使用して（たとえば、ＴＴＩ中、サブフレーム中などで）アップリンク制御メッセー
ジを送信し得る。場合によっては、アップリンク制御メッセージは、ＨＡＲＱペイロード
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とＳＲペイロードとを含むか、またはＨＡＲＱペイロードと、ＳＲペイロードと、Ｐ－Ｃ
ＳＩペイロードとを含み得る。
【００７４】
　[0080]図５に、本開示の様々な態様による、ｅＣＡのためのＰ－ＣＳＩ報告をサポート
するワイヤレスデバイス５００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス５００は、図１
～図４を参照しながら説明するＵＥ１１５の態様の一例であり得る。ワイヤレスデバイス
５００は、受信機５０５、ＰＵＣＣＨマネージャ５１０、または送信機５１５を含み得る
。ワイヤレスデバイス５００はプロセッサをも含み得る。これらの構成要素の各々は互い
に通信していることがある。
【００７５】
　[0081]受信機５０５は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネルに関連す
る制御情報（たとえば、制御チャネル、データチャネル、およびｅＣＡのためのＰ－ＣＳ
Ｉ報告に関係する情報など）などの情報を受信し得る。情報は、ＰＵＣＣＨマネージャ５
１０に、およびワイヤレスデバイス５００の他の構成要素に受け渡され得る。いくつかの
例では、受信機５０５は、基地局からＨＡＲＱペイロードのサイズを示すシグナリングを
受信し得る。いくつかの例では、受信機５０５は、ＰＵＣＣＨフォーマットの選択中にＳ
ＲまたはＰ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つの存在を検討すべきかどうかを示すシグ
ナリングを受信し得る。いくつかの例では、シグナリングはＲＲＣシグナリングを含む。
【００７６】
　[0082]ＰＵＣＣＨマネージャ５１０は、（たとえば、ＴＴＩ中、サブフレーム中などで
）報告するためのＨＡＲＱペイロードのサイズを検出し得る。複数のスケジュールされた
ＣＣに関連するＨＡＲＱフィードバックは、ＳＲまたは周期的チャネル状態情報（Ｐ－Ｃ
ＳＩ）報告のうちの少なくとも１つが存在すると決定することと、アップリンク制御メッ
セージのサイズとしきい値との比較に基づいてＰＵＣＣＨフォーマットのセットからＰＵ
ＣＣＨフォーマットを選択することと、ここで、アップリンク制御メッセージは、ＨＡＲ
Ｑペイロードと、ＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つのためのペイロード
と、を含み、選択されたＰＵＣＣＨフォーマットを使用して（たとえば、ＴＴＩ中、サブ
フレーム中などで）アップリンク制御メッセージを（たとえば、送信機５１５と協働して
）送信することとを行う。
【００７７】
　[0083]送信機５１５は、ワイヤレスデバイス５００の他の構成要素から受信された信号
を送信し得る。いくつかの例では、送信機５１５は、トランシーバモジュールにおいて受
信機５０５とコロケートされ得る。送信機５１５は単一のアンテナを含み得るか、または
それは複数のアンテナを含み得る。いくつかの例では、送信機５１５は、選択されたＰＵ
ＣＣＨフォーマットを使用してアップリンク制御メッセージを送信し得る。
【００７８】
　[0084]図６に、本開示の様々な態様による、ｅＣＡのためのＰ－ＣＳＩ報告をサポート
するワイヤレスデバイス６００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス６００は、図１
～図５を参照しながら説明したワイヤレスデバイス５００またはＵＥ１１５の態様の一例
であり得る。ワイヤレスデバイス６００は、受信機５０５－ａ、ＰＵＣＣＨマネージャ５
１０－ａ、または送信機５１５－ａを含み得る。ワイヤレスデバイス６００はまた、プロ
セッサを含み得る。これらの構成要素の各々は互いに通信していることがある。ＰＵＣＣ
Ｈマネージャ５１０－ａはまた、ＨＡＲＱサイズ検出モジュール６０５と、ＰＵＣＣＨコ
ンテンツ検出モジュール６１０と、フォーマット選択モジュール６１５とを含み得る。
【００７９】
　[0085]受信機５０５－ａは、ＰＵＣＣＨマネージャ５１０－ａに、およびワイヤレスデ
バイス６００の他の構成要素に受け渡され得る情報を受信し得る。ＰＵＣＣＨマネージャ
５１０－ａは、図５を参照しながら説明した動作を実行し得る。送信機５１５－ａは、ワ
イヤレスデバイス６００の他の構成要素から受信された信号を送信し得る。
【００８０】
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　[0086]ＨＡＲＱサイズ検出モジュール６０５は、図２～図４を参照しながら説明したよ
うに、（たとえば、ＴＴＩ中、サブフレーム中などで）複数のスケジュールされたＣＣに
関連するＨＡＲＱフィードバックを報告するためのＨＡＲＱペイロードのサイズを検出し
得る。ＰＵＣＣＨコンテンツ検出モジュール６１０は、図２～図４を参照しながら説明し
たように、ＳＲまたは周期的チャネル状態情報（Ｐ－ＣＳＩ）報告のうちの少なくとも１
つが存在する（たとえば、ＴＴＩ中に含まれるべきである、サブフレーム中に含まれるべ
きであるなど）と決定し得る。いくつかの例では、ＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報告のうちの少
なくとも１つが存在し得ると決定することは、Ｐ－ＣＳＩ報告タイプのセットのＰ－ＣＳ
Ｉ報告タイプが存在し得るかどうかを決定することを含む。いくつかの例では、Ｐ－ＣＳ
Ｉ報告タイプのセットは、ランクインジケータ（ＲＩ）フィードバックまたは広帯域ＰＭ
ＩフィードバックをサポートするＰ－ＣＳＩ報告タイプを少なくとも含む。
【００８１】
　[0087]フォーマット選択モジュール６１５は、アップリンク制御メッセージのサイズと
しきい値との比較に基づいてＰＵＣＣＨフォーマットのセットからＰＵＣＣＨフォーマッ
トを選択し得る。アップリンク制御メッセージは、たとえば、図２～図４を参照しながら
説明したように、ＨＡＲＱペイロードと、ＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報告またはその両方のた
めのペイロードとを含み得る。いくつかの例では、ＰＵＣＣＨフォーマットのセットは、
１つのＣＣに関連するＰＵＣＣＨフォーマットの第１のセット、最大５つのＣＣに関連す
るＰＵＣＣＨフォーマットの第２のセット、または６つ以上のＣＣに関連するＰＵＣＣＨ
フォーマットの第３のセットを含む。フォーマット選択モジュール６１５は、複数のスケ
ジュールされたＣＣ中のいくつかのＣＣに基づいてＰＵＣＣＨフォーマットのセットを選
択し得る。フォーマット選択モジュール６１５はまた、ＰＵＣＣＨフォーマットのどのセ
ットが選択されるのかに応じてＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報告の存在にＰＵＣＣＨフォーマッ
ト選択の基礎をおく（base）べきかどうかを決定し得る。
【００８２】
　[0088]いくつかの例では、ＰＵＣＣＨフォーマットを選択することは、ＰＵＣＣＨフォ
ーマットの第３のセット（たとえば、６つ以上のＣＣのためのＵＣＩに関連し、それをサ
ポートするＰＵＣＣＨフォーマット）を選択することを含む。ＰＵＣＣＨフォーマットの
第３のセットは、たとえば、しきい値を上回るアップリンク制御メッセージのサイズに基
づいて選択され得る。いくつかの例では、アップリンク制御メッセージは、ＨＡＲＱペイ
ロードとＳＲペイロードとを含む。いくつかの例では、アップリンク制御メッセージは、
ＨＡＲＱペイロードと、ＳＲペイロードと、Ｐ－ＣＳＩペイロードとを含む。追加または
代替として、ＰＵＣＣＨフォーマットは、スケーリングされたＰ－ＣＳＩ報告ペイロード
サイズに基づいて選択され得る。いくつかの例では、アップリンク制御メッセージは、複
数のセルグループのうちのセルグループに関連付けられ得る。
【００８３】
　[0089]図７に、本開示の様々な態様による、ｅＣＡのためのＰ－ＣＳＩ報告をサポート
するＰＵＣＣＨマネージャ５１０－ｂのブロック図７００を示す。ＰＵＣＣＨマネージャ
５１０－ｂは、図５～図６を参照しながら説明したＰＵＣＣＨマネージャ５１０の態様の
一例であり得、図１～図６を参照しながら説明したようにＵＥ１１５、ワイヤレスデバイ
ス５００、またはワイヤレスデバイス６００の構成要素であり得る。ＰＵＣＣＨマネージ
ャ５１０－ｂは、ＨＡＲＱサイズ検出モジュール６０５－ａと、ＰＵＣＣＨコンテンツ検
出モジュール６１０－ａと、フォーマット選択モジュール６１５－ａとを含み得る。これ
らのモジュールの各々は、図６を参照しながら説明した機能を実行し得る。ＰＵＣＣＨマ
ネージャ５１０－ｂはまた、ＰＵＣＣＨマルチプレクサ７０５と、ＣＳＩ構成モジュール
７１０と、ＣＳＩ優先度付けモジュール７１５とを含み得る。
【００８４】
　[0090]ＰＵＣＣＨマルチプレクサ７０５は、図２～図４を参照しながら説明したように
、ＵＥのために構成された２つ以上のＣＣのためのＰ－ＣＳＩ報告でＨＡＲＱペイロード
を多重化し得、ここで、ＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つが、存在する
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（たとえば、アップリンク制御メッセージ中に含まれるべきである）と決定することは、
ＵＥのために構成された２つ以上のＣＣのためのＰ－ＣＳＩ報告を識別することを含む。
【００８５】
　[0091]ＣＳＩ構成モジュール７１０は、図２～図４を参照しながら説明したように、（
たとえば、受信機と協働して）ＴＴＩ（たとえば、サブフレーム）中での複数のＰ－ＣＳ
Ｉ報告の送信をサポートする構成を受信し得、複数のＰ－ＣＳＩ報告は、ＣＳＩプロセス
の複数のサブフレームセットのためのＰ－ＣＳＩ報告のうちの２つ以上、ＣＣの複数のＣ
ＳＩプロセスのためのＰ－ＣＳＩ報告、またはＣＡ構成の複数のＣＣのためのＰ－ＣＳＩ
報告に関連付けられ得る。いくつかの例では、複数のＰ－ＣＳＩ報告の送信をサポートす
る構成は、ＣｏＭＰ構成、１つまたは複数のＰＵＣＣＨグループをもつＣＡ構成、デュア
ル接続性構成、またはＩＭＴＡ構成を含む。いくつかの例では、ＣＡ構成は６つ以上のＣ
Ｃの構成（たとえば、ｅＣＡ構成）を含む。
【００８６】
　[0092]ＣＳＩ優先度付けモジュール７１５は、図２～図４を参照しながら説明したよう
に、２つ以上のＰ－ＣＳＩ報告がＴＴＩ中に送信予定であると決定し得る。ＣＳＩ優先度
付けモジュール７１５は、（たとえば、送信機と協働して）優先度付けルールに従ってＴ
ＴＩ中にＰ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つを送信し得る。いくつかの例では、優先
度付けルールは、２つ以上のＰ－ＣＳＩ報告のペイロード容量またはペイロードサイズに
基づいて実行され得る。いくつかの例では、ペイロード容量は、ＰＵＣＣＨフォーマット
に基づき得る。いくつかの例では、優先度付けルールは、ＣＳＩタイプ、その後、ＣＳＩ
プロセスＩＤ、その後、ＣＣインデックス、その後、サブフレームセットインデックスに
優先度を付けることを含む。優先度付けは、ＣＣ内で、ＣＣにわたって、またはそれらの
組合せで実行され得る。
【００８７】
　[0093]図８に、本開示の様々な態様による、ｅＣＡにおけるＰ－ＣＳＩ報告をサポート
するＵＥ１１５－ｄを含むシステム８００の図を示す。ＵＥ１１５－ｄは、図１～図７を
参照しながら説明したワイヤレスデバイス５００、ワイヤレスデバイス６００、またはＵ
Ｅ１１５の一例であり得る。ＵＥ１１５－ｄは、図５～図７を参照しながら説明したＰＵ
ＣＣＨマネージャ５１０の一例であり得るＰＵＣＣＨマネージャ８１０を含み得る。ＵＥ
１１５－ｄはまた、多数のＣＣに関与する動作など、図１を参照しながら説明したｅＣＡ
動作を可能にし得るｅＣＡモジュール８２５を含み得る。ＵＥ１１５－ｄは、通信を送信
するための構成要素と通信を受信するための構成要素とを含む、双方向音声およびデータ
通信のための構成要素をも含み得る。たとえば、ＵＥ１１５－ｄは基地局１０５－ｄと双
方向に通信し得る。
【００８８】
　[0094]ＵＥ１１５－ｄはまた、プロセッサ８０５と、（ソフトウェア／ファームウェア
コード８２０を含む）メモリ８１５と、トランシーバ８３５と、１つまたは複数のアンテ
ナ８４０とを含み得、その各々は、（たとえば、バス８４５を介して）互いと直接または
間接的に通信し得る。トランシーバ８３５は、上記で説明したように、アンテナ８４０あ
るいはワイヤードリンクまたはワイヤレスリンクを介して、１つまたは複数のネットワー
クと双方向に通信し得る。たとえば、トランシーバ８３５は、基地局１０５－ｄと双方向
に通信し得る。トランシーバ８３５は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信の
ためにアンテナ８４０に与え、アンテナ８４０から受信されたパケットを復調するための
モデムを含み得る。ＵＥ１１５－ｄは、単一のアンテナ８４０を含み得るが、ＵＥ１１５
－ｄはまた、複数のワイヤレス送信をコンカレントに送信または受信することが可能な複
数のアンテナ８４０を有し得る。
【００８９】
　[0095]メモリ８１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と、読取り専用メモリ（Ｒ
ＯＭ）とを含み得る。メモリ８１５は、実行されたとき、プロセッサ８０５に、本明細書
で説明する様々な機能（たとえば、ｅＣＡのためのＰ－ＣＳＩ報告など）を実行すること
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を行わせる命令を含むコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア／ファーム
ウェアコード８２０を記憶し得る。代替的に、ソフトウェア／ファームウェアコード８２
０は、プロセッサ８０５によって直接的に実行可能でないことがあるが、（たとえば、コ
ンパイルされ実行されたとき）コンピュータに本明細書で説明する機能を実行させ得る。
プロセッサ８０５は、インテリジェントハードウェアデバイス、（たとえば、中央処理ユ
ニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）など）を
含み得る。
【００９０】
　[0096]ワイヤレスデバイス５００、ワイヤレスデバイス６００、ＰＵＣＣＨマネージャ
５１０、およびシステム８００の構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハード
ウェアで実行するように適応された少なくとも１つのＡＳＩＣを用いて、個々にまたはま
とめて実装され得る。代替的に、それらの機能は、少なくとも１つの集積回路（ＩＣ）上
で、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって実行され得る。他の例で
は、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路
（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプログラマブル
ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、または別のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニット
の機能はまた、全体的または部分的に、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセ
ッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリに組み込まれた命令を用いて
実装され得る。
【００９１】
　[0097]図９に、本開示の様々な態様による、ｅＣＡのためのＰ－ＣＳＩ報告のための方
法９００を示すフローチャートを示す。方法９００の動作は、図１～図８を参照しながら
説明したように、ＵＥ１１５、ワイヤレスデバイス５００、またはワイヤレスデバイス６
００、あるいはそれらの構成要素によって実装され得る。たとえば、方法９００の動作は
、図５～図８を参照しながら説明したように、ＰＵＣＣＨマネージャ５１０によって実行
され得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５は、以下で説明する機能を実行するようにＵＥ
１１５の機能要素を制御するための命令のセットを実行し得る。追加または代替として、
ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明する機能態様を実行し得る。
【００９２】
　[0098]ブロック９０５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明したよ
うに、（たとえば、ＴＴＩ中、サブフレーム中などで）ＣＣのセット上での送信に関連す
るＨＡＲＱフィードバックを報告するためのＨＡＲＱペイロードのサイズを検出し得る。
いくつかの例では、ブロック９０５の動作は、図６または図７を参照しながら説明したよ
うに、ＨＡＲＱサイズ検出モジュール６０５によって実行され得る。
【００９３】
　[0099]ブロック９１０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明したよ
うに、ＳＲまたは周期的チャネル状態情報（Ｐ－ＣＳＩ）報告のうちの少なくとも１つが
存在する（たとえば、ＴＴＩ中に含まれるべきである、サブフレーム中に含まれるべきで
あるなど）と決定し得る。場合によっては、ＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報告が存在すると決定
することが、Ｐ－ＣＳＩ報告のセットからＰ－ＣＳＩ報告のサブセットを報告することを
決定することを含む。いくつかの例では、ブロック９１０の動作は、図６または図７を参
照しながら説明したように、ＰＵＣＣＨコンテンツ検出モジュール６１０によって実行さ
れ得る。
【００９４】
　[0100]ブロック９１５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明したよ
うに、アップリンク制御メッセージのサイズとしきい値との比較に少なくとも部分的に基
づいてＰＵＣＣＨフォーマットのセットからＰＵＣＣＨフォーマットを選択し得、ここで
、アップリンク制御メッセージは、ＨＡＲＱペイロードとＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報告のう
ちの少なくとも１つのためのペイロードとを含む。いくつかの例では、ブロック９１５の
動作は、図６または図７を参照しながら説明したように、フォーマット選択モジュール６
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１５によって実行され得る。
【００９５】
　[0101]ブロック９２０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明したよ
うに、選択されたＰＵＣＣＨフォーマットを使用して（たとえば、ＴＴＩ中、サブフレー
ム中などで）アップリンク制御メッセージを送信し得る。いくつかの例では、ブロック９
２０の動作は、図５～図６を参照しながら説明したように送信機５１５によって、または
図８を参照しながら説明したトランシーバ８３５によって実行され得る。
【００９６】
　[0102]図１０に、本開示の様々な態様による、ｅＣＡにおけるＰ－ＣＳＩ報告のための
方法１０００を示すフローチャートを示す。方法１０００の動作は、図１～図８を参照し
ながら説明したように、ＵＥ１１５、ワイヤレスデバイス５００、またはワイヤレスデバ
イス６００、あるいはそれらの構成要素によって実装され得る。たとえば、方法１０００
の動作は、図５～図８を参照しながら説明したように、ＰＵＣＣＨマネージャ５１０によ
って実行され得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５は、以下で説明する機能を実行するよ
うにＵＥ１１５の機能要素を制御するための命令のセットを実行し得る。追加または代替
として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明する機能態様を実行し
得る。方法１０００はまた、図９を参照しながら説明した方法９００の態様を組み込み得
る。
【００９７】
　[0103]ブロック１００５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、（たとえば、ＴＴＩ中、サブフレーム中などで）ＣＣのセット上での送信に関連
するＨＡＲＱフィードバックを報告するためのＨＡＲＱペイロードのサイズを検出し得る
。いくつかの例では、ブロック１００５の動作は、図６または図７を参照しながら説明し
たように、ＨＡＲＱサイズ検出モジュール６０５によって実行され得る。
【００９８】
　[0104]ブロック１０１０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、ＳＲまたは周期的チャネル状態情報（Ｐ－ＣＳＩ）報告のうちの少なくとも１つ
が存在する（たとえば、ＴＴＩ中に含まれるべきである、サブフレーム中に含まれるべき
であるなど）と決定し得る。いくつかの例では、ブロック１０１０の動作は、図６または
図７を参照しながら説明したように、ＰＵＣＣＨコンテンツ検出モジュール６１０によっ
て実行され得る。
【００９９】
　[0105]ブロック１０１５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、複数のスケジュールされたＣＣ（multiple scheduled CCs）中のいくつかのＣＣ
に少なくとも部分的に基づいてＰＵＣＣＨフォーマットのセットを選択し得る。いくつか
の例では、ブロック１０１５の動作は、図６または図７を参照しながら説明したように、
フォーマット選択モジュール６１５によって実行され得る。
【０１００】
　[0106]ブロック１０２０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、ＰＵＣＣＨフォーマットの選択されたセットに少なくとも部分的に基づいてＳＲ
またはＰ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つのためのペイロードのサイズが、しきい値
との比較のためのアップリンク制御メッセージのサイズ中に含まれるのかどうかを決定し
得る。いくつかの例では、ブロック１０２０の動作は、図６または図７を参照しながら説
明したように、フォーマット選択モジュール６１５によって実行され得る。
【０１０１】
　[0107]ブロック１０２５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、アップリンク制御メッセージのサイズとしきい値との比較に少なくとも部分的に
基づいてＰＵＣＣＨフォーマットのセットからＰＵＣＣＨフォーマットを選択し得、ここ
で、アップリンク制御メッセージは、ＨＡＲＱペイロードとＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報告の
うちの少なくとも１つのためのペイロードとを含む。場合によっては、ＰＵＣＣＨフォー
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マットを選択することは、しきい値を上回るアップリンク制御メッセージのサイズに少な
くとも部分的に基づいて６つ以上のＣＣのためのＨＡＲＱフィードバックを報告すること
に関連するＰＵＣＣＨフォーマットのセットからＰＵＣＣＨフォーマットを選択すること
を含む。いくつかの例では、ブロック１０２５の動作は、図６または図７を参照しながら
説明したように、フォーマット選択モジュール６１５によって実行され得る。
【０１０２】
　[0108]ブロック１０３０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、選択されたＰＵＣＣＨフォーマットを使用して（たとえば、ＴＴＩ中、サブフレ
ーム中などで）アップリンク制御メッセージを送信し得る。いくつかの例では、ブロック
１０３０の動作は、図５～図６を参照しながら説明したように送信機５１５によって、ま
たは図８を参照しながら説明したようにトランシーバ８３５によって実行され得る。
【０１０３】
　[0109]図１１に、本開示の様々な態様による、ｅＣＡにおけるＰ－ＣＳＩ報告のための
方法１１００を示すフローチャートを示す。方法１１００の動作は、図１～図８を参照し
ながら説明したように、ＵＥ１１５、ワイヤレスデバイス５００、またはワイヤレスデバ
イス６００、あるいはそれらの構成要素によって実装され得る。たとえば、方法１１００
の動作は、図５～図８を参照しながら説明したように、ＰＵＣＣＨマネージャ５１０によ
って実行され得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５は、以下で説明する機能を実行するよ
うにＵＥ１１５の機能要素を制御するための命令のセットを実行し得る。追加または代替
として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明する機能態様を実行し
得る。方法１１００はまた、図９～図１０を参照しながら説明した方法９００および１０
００の態様を組み込み得る。
【０１０４】
　[0110]ブロック１１０５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、（たとえば、ＴＴＩ中、サブフレーム中などで）ＣＣのセット上での送信に関連
するＨＡＲＱフィードバックを報告するためのＨＡＲＱペイロードのサイズを検出し得る
。いくつかの例では、ブロック１１０５の動作は、図６または図７を参照しながら説明し
たように、ＨＡＲＱサイズ検出モジュール６０５によって実行され得る。
【０１０５】
　[0111]ブロック１１１０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、ＳＲまたは周期的チャネル状態情報（Ｐ－ＣＳＩ）報告のうちの少なくとも１つ
が存在する（たとえば、ＴＴＩ中に含まれるべきである、サブフレーム中に含まれるべき
であるなど）と決定し得る。いくつかの例では、ブロック１１１０の動作は、図６または
図７を参照しながら説明したように、ＰＵＣＣＨコンテンツ検出モジュール６１０によっ
て実行され得る。
【０１０６】
　[0112]ブロック１１１５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、ＵＥ１１５のために構成された２つ以上のＣＣのためのＰ－ＣＳＩ報告でＨＡＲ
Ｑペイロードを多重化し得、ここで、ＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つ
が存在すると決定することは、ＵＥ１１５のために構成された２つ以上のＣＣのためのＰ
－ＣＳＩ報告を識別することを含む。いくつかの例では、ブロック１１２５の動作は、図
７を参照しながら説明したように、ＰＵＣＣＨマルチプレクサ７０５によって実行され得
る。
【０１０７】
　[0113]ブロック１１２０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、アップリンク制御メッセージのサイズとしきい値との比較に少なくとも部分的に
基づいてＰＵＣＣＨフォーマットのセットからＰＵＣＣＨフォーマットを選択し得、ここ
で、アップリンク制御メッセージは、ＨＡＲＱペイロードとＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報告の
うちの少なくとも１つのためのペイロードとを含む。いくつかの例では、ブロック１１１
５の動作は、図６または図７を参照しながら説明したように、フォーマット選択モジュー
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ル６１５によって実行され得る。
【０１０８】
　[0114]ブロック１１２５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、（たとえば、ＴＴＩ中、サブフレーム中などで）選択されたＰＵＣＣＨフォーマ
ットを使用してアップリンク制御メッセージを送信し得る。いくつかの例では、ブロック
１１２０の動作は、図５～図６を参照しながら説明したように送信機５１５によって、ま
たは図８を参照しながら説明したようにトランシーバ８３５によって実行され得る。
【０１０９】
　[0115]図１２に、本開示の様々な態様による、ｅＣＡにおけるＰ－ＣＳＩ報告のための
方法１２００を示すフローチャートを示す。方法１２００の動作は、図１～図８を参照し
ながら説明したように、ＵＥ１１５、ワイヤレスデバイス５００、またはワイヤレスデバ
イス６００、あるいはそれらの構成要素によって実装され得る。たとえば、方法１２００
の動作は、図５～図８を参照しながら説明したように、ＰＵＣＣＨマネージャ５１０によ
って実行され得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５は、以下で説明する機能を実行するよ
うにＵＥ１１５の機能要素を制御するための命令のセットを実行し得る。追加または代替
として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明する機能態様を実行し
得る。方法１２００はまた、図９～図１１を参照しながら説明した方法９００、１０００
、および１１００の態様を組み込み得る。
【０１１０】
　[0116]ブロック１２０５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、（たとえば、ＴＴＩ中、サブフレーム中などで）複数のスケジュールされたＣＣ
上での送信に関連するＨＡＲＱフィードバックを報告するためのＨＡＲＱペイロードのサ
イズを検出し得る。いくつかの例では、ブロック１２０５の動作は、図６または図７を参
照しながら説明したように、ＨＡＲＱサイズ検出モジュール６０５によって実行され得る
。
【０１１１】
　[0117]ブロック１２１０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、ＳＲまたは周期的チャネル状態情報（Ｐ－ＣＳＩ）報告のうちの少なくとも１つ
が存在する（たとえば、ＴＴＩ中に含まれるべきである、サブフレーム中に含まれるべき
であるなど）と決定し得る。いくつかの例では、ブロック１２１０の動作は、図６または
図７を参照しながら説明したように、ＰＵＣＣＨコンテンツ検出モジュール６１０によっ
て実行され得る。
【０１１２】
　[0118]ブロック１２１５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、アップリンク制御メッセージのサイズとしきい値との比較に少なくとも部分的に
基づいてＰＵＣＣＨフォーマットのセットからＰＵＣＣＨフォーマットを選択し得、ここ
で、アップリンク制御メッセージは、ＨＡＲＱペイロードとＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報告の
うちの少なくとも１つのためのペイロードとを含む。いくつかの例では、ブロック１２１
５の動作は、図６または図７を参照しながら説明したように、フォーマット選択モジュー
ル６１５によって実行され得る。
【０１１３】
　[0119]ブロック１２２０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、選択されたＰＵＣＣＨフォーマットを使用して（たとえば、ＴＴＩ中、サブフレ
ーム中などで）アップリンク制御メッセージを送信し得る。いくつかの例では、ブロック
１２２０の動作は、図５～図６を参照しながら説明したように送信機５１５によって、ま
たは図８を参照しながら説明したようにトランシーバ８３５によって実行され得る。
【０１１４】
　[0120]図１３に、本開示の様々な態様による、ｅＣＡにおけるＰ－ＣＳＩ報告のための
方法１３００を示すフローチャートを示す。方法１３００の動作は、図１～図８を参照し
ながら説明したように、ＵＥ１１５、ワイヤレスデバイス５００、またはワイヤレスデバ
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イス６００、あるいはそれらの構成要素によって実装され得る。たとえば、方法１３００
の動作は、図５～図８を参照しながら説明したように、ＰＵＣＣＨマネージャ５１０によ
って実行され得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５は、以下で説明する機能を実行するよ
うにＵＥ１１５の機能要素を制御するための命令のセットを実行し得る。追加または代替
として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明する機能態様を実行し
得る。方法１３００はまた、図９～図１２を参照しながら説明した方法９００、１０００
、１１００、および１２００の態様を組み込み得る。
【０１１５】
　[0121]ブロック１３０５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、ＴＴＩ中の複数の周期的チャネル状態情報（Ｐ－ＣＳＩ）報告の送信をサポート
する構成を受信し得、ここで、複数のＰ－ＣＳＩ報告は、ＣＳＩプロセスの複数のサブフ
レームセットのためのＰ－ＣＳＩ報告のうちの２つ以上、ＣＣの複数のＣＳＩプロセスの
ためのＰ－ＣＳＩ報告、またはＣＡ構成の複数のＣＣのためのＰ－ＣＳＩ報告に関連付け
られる。いくつかの例では、ブロック１３０５の動作は、図７を参照しながら説明したよ
うに、ＣＳＩ構成モジュール７１０によって実行され得る。
【０１１６】
　[0122]ブロック１３１０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、ＴＴＩ中に送信予定の２つ以上のＰ－ＣＳＩ報告を決定し得る。いくつかの例で
は、ブロック１３１０の動作は、図７を参照しながら説明したように、ＣＳＩ優先度付け
構成モジュール７１５によって実行され得る。
【０１１７】
　[0123]ブロック１３１５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照しながら説明した
ように、優先度付けルールに従ってＴＴＩ中にＰ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つを
送信し得る。いくつかの例では、ブロック１３１５の動作は、図７を参照しながら説明し
たように、ＣＳＩ優先度付け構成モジュール７１５によって実行され得る。
【０１１８】
　[0124]このようにして、方法９００、１０００、１１００、１２００、および１３００
は、ｅＣＡにおけるＰ－ＣＳＩ報告を提供し得る。方法９００、１０００、１１００、１
２００、および１３００は可能な実装形態を表すこと、ならびに動作およびステップは、
他の実装形態が可能であるように、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得る
ことに留意されたい。いくつかの例では、方法９００、１０００、１１００、１２００、
および１３００のうちの２つまたはそれ以上からの態様が組み合わされ得る。
【０１１９】
　[0125]本明細書の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、
適用可能性、または例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、説
明した要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な例は、適宜に様々なプロ
シージャまたは構成要素を省略、置換、または追加し得る。また、いくつかの例に関して
説明した特徴は、他の例において組み合わされ得る。
【０１２０】
　[0126]本明細書で説明した技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（
ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）
、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および他のシステムなど、
様々なワイヤレス通信システムのために使用され得る。「システム」および「ネットワー
ク」という用語はしばしば互換的に使用される。符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム
は、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無線技術を
実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規
格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１
Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般に、ＣＤＭＡ２００
０　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ：High Rate Packet Data）などと
呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他
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の変形態を含む。時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システムは、モバイル通信用グローバルシ
ステム（ＧＳＭ（登録商標））などの無線技術を実装し得る。直交周波数分割多元接続（
ＯＦＤＭＡ）システムは、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ
（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２
．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなどの無線技術を
実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーシ
ョンシステム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ（登録商標）　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　
Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）およびＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－
ＵＴＲＡを使用するＵｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔ
ｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）の新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ
、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ）、ＬＴＥ、ＬＴ
Ｅ－Ａ、およびモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ）は、「第３世代パートナー
シッププロジェクト」（３ＧＰＰ）と称する組織からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ
２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）
と称する団体からの文書に記載されている。本明細書で説明した技法は、上記のシステム
および無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術に使用され得る。ただし、本明細
書の説明は、例としてＬＴＥシステムについて説明し、上記の説明の大部分においてＬＴ
Ｅ用語が使用されるが、本技法はＬＴＥ適用例以外に適用可能である。
【０１２１】
　[0127]本明細書で説明するそのようなネットワークを含む、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネット
ワークでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）という用語は、概して、基地局を表すために使用
され得る。本明細書で説明した１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、異なるタイ
プの発展型ノードＢ（ｅＮＢ）が様々な地理的領域にカバレージを与える異種ＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａネットワークを含み得る。たとえば、各ｅＮＢまたは基地局は、マクロセル、ス
モールセル、または他のタイプのセルに通信カバレージを与え得る。「セル」という用語
は、コンテキストに応じて、基地局、基地局に関連付けられるキャリアもしくはＣＣ、ま
たはキャリアもしくは基地局のカバレージエリア（たとえば、セクタなど）を表すために
使用され得る。
【０１２２】
　[0128]基地局は、基地トランシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシ
ーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何
らかの他の好適な用語を含み得るか、またはそのように当業者によって呼ばれることがあ
る。基地局のための地理的カバレージエリアは、カバレージエリアの一部分のみを構成す
るセクタに分割され得る。本明細書で説明した１つまたは複数のワイヤレス通信システム
は、異なるタイプの基地局（たとえば、マクロセル基地局またはスモールセル基地局）を
含み得る。本明細書で説明したＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレー基地
局などを含む、様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信することが可能であ
り得る。異なる技術のための重複する地理的カバレージエリアがあり得る。
【０１２３】
　[0129]マクロセルは、概して、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメー
トル）をカバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限
アクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して、同じまたは異なる（
たとえば、認可、無認可などの）周波数帯域内でマクロセルとして動作し得る低電力基地
局である。スモールセルは、様々な例によれば、ピコセルと、フェムトセルと、マイクロ
セルとを含み得る。ピコセルは、たとえば、小さい地理的エリアをカバーし得る、ネット
ワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。
また、フェムトセルは、小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、フェムト
セルとの関連を有するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed subscribe
r group）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による制限付きアクセスを与え
得る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれることがある。スモールセルの
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ためのｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢ
と呼ばれることがある。ｅＮＢは、１つまたは複数（たとえば、２つ、３つ、４つなど）
のセル（たとえば、ＣＣ）をサポートし得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮ
Ｂ、リレー基地局などを含む、様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信する
ことが可能であり得る。
【０１２４】
　[0130]本明細書で説明した１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、同期動作また
は非同期動作をサポートし得る。同期動作の場合、基地局は、同様のフレームタイミング
を有し得、異なる基地局からの送信は、近似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場
合、基地局は異なるフレームタイミングを有し得、異なる基地局からの送信は時間的に整
合されないことがある。本明細書で説明した技法は、同期動作または非同期動作のいずれ
かのために使用され得る。
【０１２５】
　[0131]本明細書で説明したダウンリンク送信は、順方向リンク送信と呼ばれることもあ
り、アップリンク送信は、逆方向リンク送信と呼ばれることもある。たとえば、図１およ
び図２のワイヤレス通信システム１００と２００とを含む、本明細書で説明した各通信リ
ンクは、１つまたは複数のキャリアを含み得、各キャリアは、複数のサブキャリア（たと
えば、異なる周波数の波形信号）で構成される信号であり得る。各被変調信号は、異なる
サブキャリア上で送られ得、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オー
バーヘッド情報、ユーザデータなどを搬送し得る。本明細書で説明した通信リンク（たと
えば、図１の通信リンク１２５）は、周波数分割複信（ＦＤＤ）動作を使用して（たとえ
ば、対スペクトルリソースを使用して）または時分割複信（ＴＤＤ）動作を使用して（た
とえば、不対スペクトルリソースを使用して）双方向通信を送信し得る。周波数分割複信
（ＦＤＤ）（たとえば、フレーム構造タイプ１）およびＴＤＤ（たとえば、フレーム構造
タイプ２）のためのフレーム構造が定義され得る。
【０１２６】
　[0132]添付の図面に関して本明細書に記載される説明は、例示的な構成について説明し
ており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入るすべての例を表すとは限らない。本
明細書で使用される「例示的」という用語は、「例、事例、または例示の働きをすること
」を意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利な」を意味しない。詳細な説明は、
説明した技法の理解を与えるための具体的な詳細を含む。ただし、これらの技法は、これ
らの具体的な詳細なしに実施され得る。いくつかの事例では、説明した例の概念を不明瞭
にすることを回避するために、よく知られている構造とデバイスとをブロック図の形式で
示す。
【０１２７】
　[0133]本明細書で使用する「に基づいて」という句は、条件の閉集合への言及と解釈し
てはならない。たとえば、「条件（condition）Ａに基づいて」として記述される例示的
なステップは、本開示の範囲から逸脱することなく条件（condition）Ａと条件（conditi
on）Ｂの両方に基づき得る。言い換えれば、本明細書で使用される、「に基づいて」とい
う句は、「に少なくとも部分的に基づいて」という句と同様に解釈されたい。
【０１２８】
　[0134]添付の図では、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。さらに
、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、同様の構成要素の間
を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参照ラベルのみが
本明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかかわらず、同じ第
１の参照ラベルを有する同様の構成要素のいずれにも適用可能である。
【０１２９】
　[0135]本明細書で説明する情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを
使用して表され得る。たとえば、上の説明全体にわたって参照され得るデータ、命令、コ
マンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場も
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しくは磁気粒子、光場もしくは光粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る
。
【０１３０】
　[0136]本明細書の開示に関連して説明した様々な例示的なブロックおよびモジュールは
、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他の
プログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構
成要素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組
合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得る
が、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコン
トローラ、または状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組
合せ（たとえば、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）とマイクロプロセッサとの組合せ、
複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ
、または任意の他のそのような構成）としても実装され得る。
【０１３１】
　[0137]本明細書で説明する機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実施され得る。プロセッサに
よって実行されるソフトウェアで実施される場合、機能は、１つまたは複数の命令または
コードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を
介して送信され得る。他の例および実装形態は、本開示の範囲内および添付の特許請求の
範囲内に入る。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明した機能は、プロセッ
サによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリン
グ、またはこれらのうちのいずれかの組合せを使用して実装され得る。機能を実装する特
徴はまた、異なる物理ロケーションにおいて機能の部分が実装されるように分散されるこ
とを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の範囲を含めて、本明
細書で使用される場合、項目の列挙（たとえば、「のうちの少なくとも１つ」あるいは「
のうちの１つまたは複数」などの句で終わる項目の列挙）中で使用される「または」は、
たとえば、Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つの列挙が、ＡまたはＢまたはＣまた
はＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味する
ような包括的列挙を示す。
【０１３２】
　[0138]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を可能にする任意の媒体を含む、非一時的コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を
含む。非一時的記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意
の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的コンピュータ可読媒体は
、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（登
録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気
ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造
の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もし
くは専用コンピュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、
任意の他の非一時的媒体を含むことができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒
体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル
、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ
波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソース
から送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加
入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、
媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるディスク（disk）およびディスク（disc）
は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用
途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ
－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、デ
ータを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上
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記のものの組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１３３】
　[0139]本明細書の説明は、当業者が本開示を作成または使用することができるように与
えられた。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかとなり、本明細書で定義され
た一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。したが
って、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべきでなく、本明細書で
開示した原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　ワイヤレス通信の方法であって、
　サブフレーム中で、複数のコンポーネントキャリア（ＣＣ）上での送信に関連するハイ
ブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィードバックを報告するためのＨＡＲＱペイロード
のサイズを検出することと、
　スケジューリング要求（ＳＲ）、周期的チャネル状態情報（Ｐ－ＣＳＩ）報告、または
それらの組合せのうちの少なくとも１つが前記サブフレーム中に含まれるべきであると決
定することと、
　アップリンク制御メッセージのサイズとしきい値との比較に少なくとも部分的に基づい
て物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）フォーマットのセットからＰＵＣＣＨフ
ォーマットを選択することと、ここにおいて、前記アップリンク制御メッセージが、前記
ＨＡＲＱペイロードと前記ＳＲまたは前記Ｐ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つのため
のペイロードとを備える、
　前記選択されたＰＵＣＣＨフォーマットを使用して前記サブフレーム中で前記アップリ
ンク制御メッセージを送信することと
　を備える、方法。
[Ｃ２]　ＰＵＣＣＨフォーマットの前記セットが、１つのＣＣのためのＨＡＲＱフィード
バックを報告することに関連するＰＵＣＣＨフォーマットの第１のセット、最大５つのＣ
ＣのためのＨＡＲＱフィードバックを報告することに関連するＰＵＣＣＨフォーマットの
第２のセット、または６つ以上のＣＣのためのＨＡＲＱフィードバックを報告することに
関連するＰＵＣＣＨフォーマットの第３のセットを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記アップリンク制御メッセージの前記サイズが前記しきい値よりも大きいとき
、前記ＰＵＣＣＨフォーマットを選択することが、ＰＵＣＣＨフォーマットの前記セット
からの少なくとも１つの他のＰＵＣＣＨフォーマットよりも大きい容量を有するＰＵＣＣ
Ｈフォーマットを選択することを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ４]　前記しきい値が、２２ビットのサイズを有する、Ｃ３に記載の方法。
[Ｃ５]　前記ＵＥのために構成された２つ以上のＣＣのためのＰ－ＣＳＩ報告で前記ＨＡ
ＲＱペイロードを多重化すること、ここにおいて、ＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報告のうちの少
なくとも１つが、前記サブフレーム中に含まれるべきであると決定することが、前記ＵＥ
のために構成された前記２つ以上のＣＣのための前記Ｐ－ＣＳＩ報告を識別することを備
える、　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ６]　前記ＳＲが存在すると決定され、前記アップリンク制御メッセージが、前記ＨＡ
ＲＱペイロードと前記ＳＲのためのペイロードとを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ７]　前記ＳＲおよび前記Ｐ－ＣＳＩ報告が存在すると決定され、前記アップリンク制
御メッセージが、前記ＨＡＲＱペイロードと、前記ＳＲのためのペイロードと、前記Ｐ－
ＣＳＩ報告のためのペイロードとを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ８]　前記Ｐ－ＣＳＩ報告が、前記ＵＥのために構成されたＣＣのための複数のＰ－Ｃ
ＳＩプロセスからの少なくとも１つのＰ－ＣＳＩプロセスからの報告、前記ＵＥのために
構成されたＣＣのための複数のＰ－ＣＳＩサブフレームセットからの少なくとも１つのＰ
－ＣＳＩサブフレームセットのためのＰ－ＣＳＩプロセスからの報告、またはそれらの組
合せを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ９]　前記ＳＲまたは前記Ｐ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つが前記サブフレーム
中に含まれるべきであると決定することが、
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　Ｐ－ＣＳＩ報告のセットからのＰ－ＣＳＩ報告のサブセットを報告することを決定する
こと
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１０]　Ｐ－ＣＳＩ報告のセットからのＰ－ＣＳＩ報告のサブセットを報告することを
決定することが、
　Ｐ－ＣＳＩ報告タイプ、前記ＵＥのために構成されたＣＣ内でまたは前記ＵＥのために
構成されたＣＣにわたって実行される優先度付け、あるいはそれらの組合せに基づいてＰ
－ＣＳＩ報告に優先度を付けること
　を備える、Ｃ９に記載の方法。
[Ｃ１１]　Ｐ－ＣＳＩ報告のセットからのＰ－ＣＳＩ報告のサブセットを報告することを
決定することが、
　Ｐ－ＣＳＩ報告タイプに基づいて優先度を付け、その後、ＣＳＩプロセス識別情報に基
づいて優先度を付け、その後、ＣＣインデックスに基づいて優先度を付け、その後、サブ
フレームセットインデックスに基づいて優先度を付けること
　を備える、Ｃ９に記載の方法。
[Ｃ１２]　ネットワークノードから前記ＨＡＲＱペイロードの前記サイズを示すシグナリ
ングを受信すること
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１３]　前記ＰＵＣＣＨフォーマットの前記選択中に前記ＳＲまたは前記Ｐ－ＣＳＩ報
告のうちの前記少なくとも１つの存在を検討すべきかどうかを示すシグナリングを受信す
ること　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１４]　ＰＵＣＣＨフォーマットの前記セットが、１つのＣＣのためのＰ－ＣＳＩ報告
に関連する第１のＰＵＣＣＨフォーマットと２つ以上のＣＣのためのＰ－ＣＳＩ報告に関
連する第２のＰＵＣＣＨとを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１５]　前記アップリンク制御メッセージが、複数のセルグループのうちのセルグルー
プに関連付けられる、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１６]　ワイヤレス通信の方法であって、
　同じ送信時間間隔（ＴＴＩ）中の複数の周期的チャネル状態情報（Ｐ－ＣＳＩ）報告の
送信をサポートする構成を受信することと、ここにおいて、前記Ｐ－ＣＳＩ報告が、チャ
ネル状態情報（ＣＳＩ）プロセスの複数のサブフレームセットのためのＰ－ＣＳＩ報告の
うちの２つ以上、コンポーネントキャリア（ＣＣ）の複数のＣＳＩプロセスのためのＰ－
ＣＳＩ報告、またはキャリアアグリゲーション（ＣＡ）構成の複数のＣＣのためのＰ－Ｃ
ＳＩ報告に関連付けられる、
　２つ以上のＰ－ＣＳＩ報告が前記ＴＴＩ中に送信予定であると決定することと、
　優先度付けルールに従って前記ＴＴＩ中に前記Ｐ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つ
を送信することと
　を備える、方法。
[Ｃ１７]　前記優先度付けルールが、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）フォ
ーマットのペイロード容量または前記２つ以上のＰ－ＣＳＩ報告のペイロードサイズに少
なくとも部分的に基づく、Ｃ１６に記載の方法。
[Ｃ１８]　前記複数のＰ－ＣＳＩ報告の送信をサポートする前記構成が、多地点協調（Ｃ
ｏＭＰ）構成、１つまたは複数のＰＵＣＣＨグループを用いるＣＡ構成、デュアル接続性
構成、または干渉緩和およびトラフィック適応（ＩＭＴＡ）構成のうちの少なくとも１つ
を備える、Ｃ１６に記載の方法。
[Ｃ１９]　前記優先度付けルールが、ＣＳＩタイプ、その後、ＣＳＩプロセス識別情報（
ＩＤ）、その後、ＣＣインデックス、その後、サブフレームセットインデックスによる優
先度付けを備える、Ｃ１６に記載の方法。
[Ｃ２０]　前記ＣＡ構成が、６つ以上のＣＣの構成を備える、Ｃ１６に記載の方法。
[Ｃ２１]　サブフレーム中で、複数のコンポーネントキャリア（ＣＣ）上での送信に関連
するハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィードバックを報告するためのＨＡＲＱペ
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イロードのサイズを検出するための手段と、
　スケジューリング要求（ＳＲ）、周期的チャネル状態情報（Ｐ－ＣＳＩ）報告、または
それらの組合せのうちの少なくとも１つが前記サブフレーム中に含まれるべきであると決
定するための手段と、
　アップリンク制御メッセージのサイズとしきい値との比較に少なくとも部分的に基づい
て物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）フォーマットのセットからＰＵＣＣＨフ
ォーマットを選択するための手段と、ここにおいて、前記アップリンク制御メッセージが
、前記ＨＡＲＱペイロードと前記ＳＲまたは前記Ｐ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つ
のためのペイロードとを備える、
　前記選択されたＰＵＣＣＨフォーマットを使用して前記サブフレーム中で前記アップリ
ンク制御メッセージを送信するための手段と
　を備える、モバイルデバイス。
[Ｃ２２]　前記ＰＵＣＣＨフォーマットを選択するための前記手段は、前記アップリンク
制御メッセージの前記サイズが前記しきい値よりも大きいとき、ＰＵＣＣＨフォーマット
の前記セットからの少なくとも１つの他のＰＵＣＣＨフォーマットよりも大きい容量を有
するＰＵＣＣＨフォーマットを選択するように動作可能である、Ｃ２１に記載のモバイル
デバイス。
[Ｃ２３]　前記ＵＥのために構成された２つ以上のＣＣのためのＰ－ＣＳＩ報告で前記Ｈ
ＡＲＱペイロードを多重化するための手段、ここにおいて、ＳＲまたはＰ－ＣＳＩ報告の
うちの少なくとも１つが、前記サブフレーム中に含まれるべきであると決定するための前
記手段が、前記ＵＥのために構成された前記２つ以上のＣＣのための前記Ｐ－ＣＳＩ報告
を識別するように動作可能である、
　をさらに備える、Ｃ２１に記載のモバイルデバイス。
[Ｃ２４]　ネットワークノードから前記ＨＡＲＱペイロードの前記サイズを示すシグナリ
ングを受信するための手段
　をさらに備える、Ｃ２１に記載のモバイルデバイス。
[Ｃ２５]　前記ＰＵＣＣＨフォーマットの前記選択中に前記ＳＲまたは前記Ｐ－ＣＳＩ報
告のうちの前記少なくとも１つの存在を検討すべきかどうかを示すシグナリングを受信す
るための手段
　をさらに備える、Ｃ２１に記載のモバイルデバイス。
[Ｃ２６]　前記アップリンク制御メッセージが、複数のセルグループのうちのセルグルー
プに関連付けられる、Ｃ２１に記載のモバイルデバイス。
[Ｃ２７]　ワイヤレス通信のためのモバイルデバイスであって、
　同じ送信時間間隔（ＴＴＩ）中の複数の周期的チャネル状態情報（Ｐ－ＣＳＩ）報告の
送信をサポートする構成を受信するための手段と、ここにおいて、前記Ｐ－ＣＳＩ報告が
、チャネル状態情報（ＣＳＩ）プロセスの複数のサブフレームセットのためのＰ－ＣＳＩ
報告のうちの２つ以上、コンポーネントキャリア（ＣＣ）の複数のＣＳＩプロセスのため
のＰ－ＣＳＩ報告、またはキャリアアグリゲーション（ＣＡ）構成の複数のＣＣのための
Ｐ－ＣＳＩ報告に関連付けられる、
　２つ以上のＰ－ＣＳＩ報告が前記ＴＴＩ中に送信予定であると決定するための手段と、
　優先度付けルールに従って前記ＴＴＩ中に前記Ｐ－ＣＳＩ報告のうちの少なくとも１つ
を送信するための手段と
　を備える、モバイルデバイス。
[Ｃ２８]　前記優先度付けルールが、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）フォ
ーマットのペイロード容量または前記２つ以上のＰ－ＣＳＩ報告のペイロードサイズに少
なくとも部分的に基づいて実行される、Ｃ２７に記載のモバイルデバイス。
[Ｃ２９]　前記複数のＰ－ＣＳＩ報告の送信をサポートする前記構成が、多地点協調（Ｃ
ｏＭＰ）構成、１つまたは複数のＰＵＣＣＨグループを用いるＣＡ構成、デュアル接続性
構成、または干渉緩和およびトラフィック適応（ＩＭＴＡ）構成のうちの少なくとも１つ
を備える、Ｃ２７に記載のモバイルデバイス。
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[Ｃ３０]　前記優先度付けルールが、ＣＳＩタイプ、その後、ＣＳＩプロセス識別情報（
ＩＤ）、その後、ＣＣインデックス、その後、サブフレームセットインデックスに優先度
を付けることを備える、Ｃ２７に記載のモバイルデバイス。
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